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　町内の小中学校で卒業式が行われ、今年度は小学校169人、中

学校168人、あわせて337人の児童生徒が卒業証書を手に母校を

旅立ちました。 

　このうち、３月９日に行われた、榎林中学校卒業証書授与式で

は、小山石敬校長が14人の卒業生ひとりひとりに卒業証書を手渡

しました。 

　式では、小山石校長が卒業生それぞれとの思い出を語り「これ

からも14人全員が切磋琢磨し続ける仲間でいてください」と式辞

を述べ、卒業生を送り出しました。 

　続いて、卒業生を代表し、生徒会長の李澤慶太君が「たくさん

の思い出を胸に、自分の可能性を信じて、未来に向かって一歩踏

み出します」と力強く誓いました。 

　卒業生は式が終了し、会場を後にする前に「３年間、本当にあ

りがとうございました」と全員であいさつ。恩師や在校生、保護

者へ感謝の気持ちを伝えました。 
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災
害
対
策
本
部
を
設
置 

 

　
町
で
は
、
地
震
発
生
直
後
の
３
月

11
日
午
後
３
時
に
「
七
戸
町
災
害
対

策
本
部
」
を
設
置
。
被
害
状
況
の
確

認
や
情
報
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。 

   

被

害

の

状

況

 
 

○
け
が
人
　
な
し 

○
建
　
物
　
３
件 

　
・
公
立
七
戸
病
院
の
壁
に
亀
裂 

　
・
柏
葉
館
の
床
に
亀
裂 

　
・
柏
葉
館
駐
車
場
の
ト
イ
レ
の
外

　
　
壁
に
亀
裂 

   

自
主
避
難
所
を
開
設 

 
　
七
戸
南
公
民
館
と
七
戸
中
央
公
民

館
に
自
主
避
難
所
を
開
設
。
東
北
新

幹
線
七
戸
十
和
田
駅
の
乗
降
客
８
人

を
含
む
25
人
が
自
主
避
難
し
ま
し
た
。 

　
自
主
避
難
所
は
電
力
の
復
旧
な
ど

に
伴
い
、
３
月
13
日
午
前
９
時
に
閉

鎖
さ
れ
ま
し
た
。 

     

 

町

の

状

況

 
 

　
　
地
震
に
よ
る
燃
料
の
供
給
不
足

や
計
画
停
電
に
伴
う
節
電
の
た
め
、

町
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
に
も
様
々
な

影
響
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
善
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。 

    

町
内
の
施
設 

・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
新
幹
線
が
運
休
し
て
い
た
た
め

　
閉
館
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
25

　
日
か
ら
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
８

　
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。 

 

・
七
戸
体
育
館 

・
武
道
館 

・
讃
道
館 

・
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー 

・
七
戸
第
２
体
育
館 

・
天
間
林
体
育
館 

・
屋
内
温
水
プ
ー
ル 

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

　
　
午
後
５
時
以
降
の
利
用
が
で
き

　
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
月
１
日
か

　
ら
午
後
７
時
ま
で
開
放
し
ま
す
。 

 

・
七
戸
南
公
民
館 

・
中
央
公
民
館 

　
　
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。 

  

    

温
　
　
　
泉 

　
ゆ
う
ず
ら
ん
ど
は
３
月
29
日
か
ら

し
ば
ら
く
の
間
休
業
し
ま
す
が
、
天

間
林
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
通
常
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。 

    

交
　
　
　
通 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

　
　
７
路
線
を
４
台
の
バ
ス
で
運
行

　
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

　
運
休
し
、
給
油
が
不
要
な
電
気
自

　
動
車
を
活
用
し
て
、
庁
舎
間
を
結

　
ぶ
「
臨
時
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
電
気
バ

　
ス
」
を
１
日
４
往
復
運
行
し
ま
し

　
た
。
３
月
28
日
か
ら
は
、
通
常
ど

　
お
り
運
行
し
て
い
ま
す
。 

 

・
東
北
新
幹
線 

　
　
運
休
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月

　
22
日
か
ら
盛
岡
ー
新
青
森
間
で
運

　
行
を
再
開
し
て
い
ま
す
。 

     

ご
み
の
収
集 

　
　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
だ
け
を
収

　
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
28
日

　
か
ら
通
常
ど
お
り
の
回
収
と
な
り

　
ま
す
。 

 

 

 

 

町
長
　
小
又
　
　
勉 

 

　
国
内
観
測
史
上
最
大
の
巨
大

地
震
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
」
が
発
生
し
て
早
く
も
一
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
に
も
停
電
や
燃
料
、
食
料

不
足
な
ど
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
当
町
で
は
、
地
震
に
よ
る
被

害
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
日
本
沿
岸

地
域
は
、
未
曾
有
の
津
波
の
影

響
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
方
々

が
犠
牲
と
な
り
、
ま
た
行
方
不

明
者
も
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、

被
災
者
は
先
の
見
え
な
い
避
難

所
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま

す
。 

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
、
被
災

地
へ
の
支
援
と
し
て
急
遽
物
資

の
提
供
を
町
民
に
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
か
ら
温

か
い
援
助
が
寄
せ
ら
れ
、
被
災

地
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
被
災
地
の
早
期
復

旧
と
被
災
者
の
支
援
の
た
め
、

最
大
限
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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　３月11日午後２時46分ごろ、三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の巨大地震が発生しました。最大

震度は宮城県で震度７、七戸町でも震度５弱を記録しました。 

　この地震による津波で、岩手県や宮城県、県内でも三沢市や八戸市などで多くの方々が被災されました。 



（3） 平成23年（2011）4月号 

 

 

　
今
回
の
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

た
地
域
の
う
ち
、
町
村
合
併
の
先
進
地
視
察

で
当
町
と
交
流
の
あ
っ
た
岩
手
県
大
船
渡
市

へ
の
災
害
救
援
物
資
を
３
月
19
日
か
ら
３
日

間
、
募
集
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
付
場
所
と
な
っ

た
七
戸
中
央
公
民
館
と
七
戸
南
公
民
館
に
は
、

米
や
野
菜
な
ど
の
食
料
品
の
ほ
か
、
防
寒
着

な
ど
た
く
さ
ん
の
物
資
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
集
ま
っ
た
物
資
の
仕
分
け
や
ト
ラ
ッ

ク
へ
の
積
み
込
み
作
業
な
ど
に
も
、
た
く
さ

ん
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
物
資

は
、
３
月
22
日
に
大
船
渡
市
に
向
け
て
ト
ラ
ッ

ク
４
台
で
出
発
。
23
日
に
大
船
渡
小
学
校
な

ど
物
資
保
管
場
所
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
物

資
を
受
け
取
っ
た
戸
田
公
明
大
船
渡
市
長
は

「
被
災
者
を
力
づ
け
る
何
よ
り
の
贈
り
物
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

  

　
今
回
届
け
ら
れ
た
物
資
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

　
米
80
俵
、
長
芋
10
㎏
入
り
300
箱
、
卵
600
個
、

り
ん
ご
40
箱
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶

詰
、
お
菓
子
な
ど
の
食
料
品
、
防
寒
着
、
衛

生
用
品
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
４
台
分
。 

 

Twitter（ツイッター）を 
始めました 

 

　ツイッターは、インターネット上で

140文字以内の短いメッセージを伝え

ることができるサービスです。 

　災害による停電などで町のホームペー

ジから情報を発信できない時でも、緊

急情報をお知らせできるように、ツイッ

ターを始めました。 

 

　七戸町Twitter 

◆パソコン、スマートフォン 

　http://twitter.com/ 

　　ShichinoheTown 

◆携帯電話 

　http://mobile.twitter.com/ 

　　ShichinoheTown 

 

※誰でも見ることができます。 

被災者へ温かい心を！！ 

「東北関東大震災義援金」を受付しています。 
 

　日本赤十字社七戸町分区（小又勉分区長）は、このたびの地

震の被災者に対し、募金箱を設置し、義援金を受付しています。 

○義　援　金　名　「東北関東大震災義援金」 

○募金箱設置場所　七戸町役場ロビー　町民課前 

　　　　　　　　　七戸庁舎ロビー　　庶務課前 

　　　　　　　　　七戸中央公民館、　七戸南公民館 

○設　置　期　間　３月14日～９月30日 

　　　　　　　　　（平日 午前８時15分～午後５時） 

★振り込みの場合 

　個人名で振込を希望する場合は、次の方法から選べます。 

　１．社会生活課または支所庶務課へ、現金を持参する。 

　２．金融機関から直接振り込む。 

　※青森銀行、みちのく銀行、郵便局に設置されている義援金

　　専用の振込用紙を使用してください。義援金名欄には「東

　　北関東大震災義援金」と記入してください。 

○問合せ先　社会生活課内 

　　　　　　日本赤十字社　七戸町分区事務局　☎68－2114

QRコード 

 

多くの町民がボランティアとして 
協力してくださいました。 

たくさんの心のこもった物資が寄せられました。 

大船渡市での物資搬入の様子 大船渡市内の状況 

大船渡市への災害救援物資のご協力 
ありがとうございました 



         

功

労

表

彰
 

 

田
中
　
正
樹 

　
町
議
員
と
し
て
、
15
年
の
長
き
に

わ
た
り
町
政
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
。 

 

天
間
清
太
郎 

　
町
議
員
と
し
て
、
12
年
の
長
き
に

わ
た
り
町
政
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
。 

 

佐
藤
　
ツ
セ 

　
保
健
協
力
員
と
し
て
、
20
年
以
上

（
32
年
）
在
職
し
現
在
も
継
続
中
。 

 

橋
本
都
志
子 

　
保
健
協
力
員
と
し
て
、
20
年
以
上

（
24
年
）
在
職
し
現
在
も
継
続
中
。 

 

附
田
レ
イ
子 

　
保
健
協
力
員
と
し
て
、
20
年
以
上

（
20
年
と
７
ヶ
月
）
在
職
し
現
在
も

継
続
中
。 

 

小
倉
　
節
子 

　
保
健
協
力
員
と
し
て
、
20
年
以
上

（
20
年
と
７
ヶ
月
）
在
職
し
現
在
も

継
続
中
。 

  

文

化

賞

 
  

【
文
化
功
労
賞
】 

 

戸
田  

俊
美
（
七
戸
町
文
化
協
会
） 

　
「
し
ち
の
へ
小
絵
馬
川
柳
吟
社
」

設
立
に
貢
献
。
「
東
北
六
県
み
ち
の 

        

く
柳
壇
」
に
入
選
。
永
年
に
わ
た
り

会
長
を
補
佐
し
会
の
運
営
と
後
継
者

の
指
導
に
大
き
く
寄
与
。 

                  

【
文
化
奨
励
賞
】 
 

小
又  

友
莉
（
三
沢
商
業
高
等
学
校
） 

　
第
39
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・ 

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会 

　
マ
ー
チ
ン
グ
部
門
　
金
賞  

中
居  

茉
梨
（
三
沢
商
業
高
等
学
校
） 

　
第
39
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・ 

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会 

　
マ
ー
チ
ン
グ
部
門
　
金
賞 

 

網
野
　
史
恵
（
七
戸
高
等
学
校
） 

　
第
45
回
弘
法
大
師
奉
賛 

　
　
高
野
山
競
書
大
会
　
銅
賞 

        

小
又  

ユ
キ
（
三
本
木
農
業
高
等
学
校
）

　
第
61
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ 

連
盟
全
国
大
会 

　
農
業
鑑
定
競
技
会
区
分
…
農
業
　

優
秀
賞 

 

渡
邊  

幹
哉
（
三
本
木
農
業
高
等
学
校
） 

　
第
61
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ 

東
北
連
盟
大
会 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
区
分
…
環
境 

最
優
秀
賞   

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞 

 

※（
所
属-

種
目
） 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】 

 

小
山
田
春
香 

（
三
本
木
農
業
高-

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
） 

　
第
25
回
東
北
高
等
学
校 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会 

女
子
団
体
　
優
勝 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

附
田  

慎
也 

 

中
野
渡  

翔 
 

鳥
谷
部
彰
洋 

瀬
川
　
伸
次 

中
野
　
真
美 

阿
部
　
泰
晴 

        

白
銀
　
結
麻 

富
浦
　
大
貴 

金
澤
　
大
貴 

簗
田
　
直
哉 

簗
場
　
豪
史 

上
野
美
早
紀 

齊
藤
　
幸
紀 

 〈
団
体
の
部
〉 

七
戸
町
剣
友
会
（
体
協-

剣
道
） 

　
　
倉
岡
　
貞
康
、
中
岫
　
憂
基 

　
　
松
本
　
理
祐
、
塚
尾
　
健
樹 

　
　
山
口
　
真
人
、
山
田
真
太
郎 

　
　
塚
尾
　
雅
樹
、
古
屋
敷
　
博 

 

七
戸
町
野
球
協
会
Ｏ
Ｂ
（
体
協-

野
球
） 

　
　
瀬
川
　
勇
一
、
西
野
　
憲
三 

　
　
仁
和
　
清
人
、
小
又
　
　
亮 

　
　
高
山
　
一
徳
、
山
下
　
敏
明 

　
　
天
間
　
和
久
、
高
西
　
俊
明 

　
　
川
口
　
和
彦
、
岡
村
　
澄
雄 

　
　
岡
田
　
大
祐
、
高
橋
　
史
明 

　
　
中
野
渡
　
初
、
佐
藤
　
　
拓 

　
　
岡
村
　
昌
彦
、
田
中
　
　
哲 

　
　
松
山
　
芳
治
、
小
栗
　
勝
吉 

 

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

小
笠
原
英
明
（
体
協-

ボ
ウ
リ
ン
グ
） 

橋
本
　
悦
子
（
体
協-

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

川
村
　
和
隆
（
体
協-

剣
道
） 

木
田
　
キ
ミ
（
体
協-

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
） 

  

         

教
育
奨
励
賞 

  

【
指
導
者
賞
】 

 

松
山
　
　
勉
（
天
間
東
小
学
校
教
諭
） 

　
理
科
教
育
や
全
校
体
制
「
ふ
る
さ

と
科
」
の
実
践
を
ま
と
め
た
論
文
が
、

「
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
天
間
東
小
学
校
の
学
問
的

研
究
に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
。 

 

【
優
秀
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

瀬
川
　
大
智
、
亀
田
　
彩
乃 

作
田
　
茉
優
、
小
山
　
慈
生 

塚
尾
　
凌
河
、
佐
々
木
涼
名 

（
以
上
七
戸
小
学
校
） 

 

西
野
こ
こ
ろ
、
浦
田
　
早
絢 

新
堂
　
望
衣
、
久
保
　
　
汐 

田
村
　
優
佳
、
苫
米
地
東
香 

石
田
莉
加
子
、
大
池
　
　
黎 

　
　
　
　
　
（
以
上
城
南
小
学
校
） 

 

大
池
　
唯
華
、
佐
々
木
柊
青 

瀬
川
安
寿
佳
、
田
中
　
瑞
生 

　
　
　
　
　
（
以
上
七
戸
中
学
校
）  

後
沢
　
和
夏
、
山
口
　
祐
弐 

八
重
樫
健
人 

　
（
以
上
県
立
三
本
木
高
等
学
校 

附
属
中
学
校
）  

　
平
成
22
年
度
の
功
労
表
彰
、
文
化
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
顕
賞
、
教
育
奨
励

賞
の
表
彰
式
が
２
月
27
日
、
柏
葉
館
で
行
わ
れ
、
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
方
に
対
し
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

（4） 平成23年（2011）4月号 

受賞者を代表してお礼を述べる戸田俊美さん 

                                          

                                          

                                  

（
三
本
木
農
業
高-

 
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
） 

（
光
星
学
院
野
辺
地
西
高-

 

レ
ス
リ
ン
グ
） 

（
陸
上
自
衛
隊
青
森-

ス
キ
ー
） 

（
体
協-

水
泳
） 

（
体
協-

水
泳
） 

（
体
協-

陸
上
） 

        

（
青
森
山
田
高-

水
泳
） 

（
十
和
田
工
業
高-

少
林
寺
拳
法
） 

（
野
辺
地
高-

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
） 

（
青
森
北
高-

ラ
グ
ビ
ー
） 

（
岩
手
県
立
遠
野
高-

サ
ッ
カ
ー
） 

（
光
星
学
院
高-

柔
道
） 

（
農
林
水
産
省-

ヨ
ッ
ト
） 

 

表彰情報 表彰情報 

功

労

表

彰
、文
　
化
　
賞
、 

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞
、教
育
奨
励
賞
、 

受 

賞 

者 
 



表彰情報 表彰情報 

（5） 平成23年（2011）4月号 

〈
団
体
の
部
〉 

柏
葉
少
年
剣
士
隊 

　
《
優
秀
賞
》 

　
　
塚
尾
　
凌
河
、
作
田
京
太
郎 

　
　
坪
　
ほ
の
か
、
小
栗
　
颯
真
　

　
　
藤
島
　
章
平
　 

　
《
優
良
賞
》 

　
　
作
田
　
茉
優
、
小
栗
　
大
侑 

　
　
中
村
　
亮
太
、
中
村
　
紫
文 

　
　
附
田
　
和
真
、
新
山
　
祐
介 

　
　
森
田
　
宇
美
、
大
池
　
勇
輝 

　
　
作
田
遼
太
郎
、
塚
尾
　
右
恭 

　
　
長
山
　
和
寛
、
山
田
佳
也
子 

 

七
戸
ジ
ュ
ニ
ア 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ  

　
　
瀬
川
　
佳
奈
、
山
口
　
優
奈 

 

七
戸
中
学
校
野
球
部 

　
　
米
内
山
晃
典
、
荒
屋
　
汰
樹 

　
　
石
田
　
悠
人
、
仁
和
　
大
成 

　
　
松
尾
　
大
河
、
目
時
　
滉
太 

　
　
山
田
　
脩
平
、
金
見
　
元
気 

　
　
中
山
　
諒
太
、
古
沢
龍
太
朗 

　
　
村
中
　
泰
成
、
鳥
羽
　
力
也
　 

                  

　
　
荒
屋
　
　
颯
、
　
山
　
昂
典 

　
　
市
川
誉
志
紀
、
岡
村
　
　
滉 

　
　
中
野
渡
丈
一
、
高
橋
三
四
郎 

　
　
山
本
　
裕
也
、
原
　
　
一
平 

　
　
大
沢
田
暁
主
　 

 

七
戸
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

　
　
成
田
　
龍
一
、
小
坂
　
拓
也 

　
　
町
屋
　
佑
季
、
大
池
　
　
竜 

　
　
山
田
　
武
典
、
蛯
名
　
　
蓮 

　
　
池
田
　
大
晃
、
小
又
　
大
地 

　
　
蛯
名
　
　
弥
、
神
　
　
嘉
一 

　
　
江
刺
家
正
竜
　
　
　
　 

 
七
戸
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
阿
部
絵
美
里
、
市
ノ
渡
ほ
の
か 

　
　
小
田
　
百
華
、
工
藤
　
珠
里 

　
　
中
村
　
一
歩
、
西
野
　
晶
帆 

　
　
似
鳥
　
楓
子
、
　
岡
　
珠
恵 

　
　
赤
沼
日
向
子
、
荒
町
　
　
蘭 

　
　
大
平
　
未
咲
、
小
林
　
祥
子 

　
　
坂
井
　
美
穂
、
田
中
友
紀
乃 

　
　
成
田
　
瑠
美
、
八
重
澤
あ
や
め 

　
　
大
平
　
香
織
、
佐
々
木
希
望 

　
　
盛
田
風
々
子
、
金
見
　
優
佳 

　
　
佐
藤
　
　
恵
、
鳴
海
　
美
里 

　
　
久
保
田
美
紅
、
小
舘
　
優
佳 

　
　
田
中
　
志
乃
、
荒
町
和
可
子 

　
　
戸
舘
　
　
円
、
中
山
　
綾
乃 

　
　
町
屋
　
敦
菜
、
和
田
　
幸
代 

　
　
川
村
　
理
奈
、
四
戸
　
咲
織 

　
　
竹
内
　
沙
月
、
松
本
　
未
来 

　
　
岡
田
　
紗
知
、
岡
村
　
実
沙 

　
　
津
田
千
妃
呂
、
三
上
　
莉
奈 

  

【
優
良
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

下
モ
内
渉
太
、
山
口
　
皓
雅 

荒
町
　
璃
音
、
新
延
あ
ず
み 

岡
田
　
大
輝
、
向
井
　
吏
功 

竹
内
　
更
沙
、
太
田
　
拓
伸 

小
倉
　
拓
郎
、
鳥
谷
部
宇
揮 

楢
舘
　
理
子
、
作
田
　
優
奈 

佐
藤
　
美
佳
、
作
田
京
太
郎 

瀬
川
　
佳
奈
、
山
口
　
優
奈 

（
以
上
七
戸
小
学
校
） 

 

沼
田
　
侑
里
、
田
島
　
美
祈 

小
田
　
舞
緒
、
西
野
　
　
響 

小
島
　
瑳
希
、
小
島
　
須
王 

後
沢
　
和
音
、
成
田
　
　
光 

三
上
愛
美
理
、
西
野
み
の
り 

浦
田
　
拓
人
、
小
笠
原
千
夏 

　
　
　
　
　
（
以
上
城
南
小
学
校
） 

 

小
川
　
未
羽
、
原
子
真
梨
奈 

坪
　
　
夏
菜
、
中
野
樹
貴
也 

蛯
名
　
　
梓
、
鳥
谷
部
瑠
依 

野
々
宮
　
葵 （

以
上
天
間
西
小
学
校
） 
 

向
山
　
　
凜
、
　
松
　
恭
祐 

（
以
上
天
間
東
小
学
校
） 

 

宮
澤
　
毅
郎
、
堀
野
　
寛
崇 

（
以
上
県
立
七
戸
養
護
学
校
） 

 

江
刺
家
　
武
、
　
松
　
祐
孝 

鳥
谷
部
佳
祐
、
槇
　
　
恭
央 

金
見
あ
や
か
、
前
田
　
友
蘭 

亀
田
　
真
佑
、
新
堂
　
萌
衣 

山
谷
　
愛
実
、
作
田
遼
太
郎 

坪
　
　
凌
太
、
浦
田
　
夢
月 

中
村
達
之
新
、
前
田
　
雄
大 

太
田
　
真
帆 

（
以
上
七
戸
中
学
校
） 

 

簗
田
正
之
助 

（
天
間
舘
中
学
校
） 

  

藤
丸
智
香
子
、
二
ツ
森
拓
也 

甲
田
佳
乃
子
、
小
坂
　
華
月 

（
以
上
榎
林
中
学
校
） 

    

                 〈
団
体
の
部
〉 

天
間
西
小
学
校 

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

　
　
野
々
宮
　
葵
、
鳥
谷
部
瑠
依 

　
　
天
間
　
玲
羅
、
原
子
　
七
菜 

　
　
福
村
　
森
世
、
天
間
　
優
雅 

　
　
手
代
森
麻
衣
、
原
子
　
美
月 

　
　
坂
本
　
ユ
カ 

 

天
間
東
小
学
校 

ア
ー
ス
レ
ス
キ
ュ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
４ 

　
　
中
野
　
　
陽
、
中
村
　
勇
斗 

　
　
　
田
　
慧
奈
、
小
坂
　
深
幸
　 

 

天
間
東
小
学
校 

ゴ
ー
ゴ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊 

　
　
森
田
　
　
亮
、
　
松
　
雅
樹 

　
　
長
澤
　
莉
子
、
貝
塚
ち
ひ
ろ
　 

 

天
間
東
小
学
校 

地
球
の
未
来
守
る
隊
５ 

　
　
　
松
　
大
樹
、
甲
田
　
　
仁 

　
　
福
田
　
留
菜
、
二
ツ
森
里
菜 

　
　
　
野
　
　
梓
　 

 
七
戸
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　

　
　
荒
川
か
れ
ん
、
泉
　
明
日
香 

　
　
成
田
　
　
光
、
田
栗
　
琴
音 

　
　
坪
　
　
夏
菜
　
　
　
　
　 

 

七
戸
中
学
校
男
子
柔
道
部 

　
　

　
　
三
上
　
裕
介
、
小
林
　
欣
矢 

　
　
天
間
　
康
介
、
盛
田
　
博
明 

　
　
坪
　
　
凌
太
、
沢
目
　
　
匠 

　
　
荒
川
　
太
門
、
酒
井
　
大
誠 

　
　
鳥
谷
部
裕
太
　
　
　
　
　
　
　 

 

七
戸
中
学
校
男
子
剣
道
部 

　
　
作
田
遼
太
郎
、
楢
舘
　
一
輝 

　
　
大
池
　
勇
輝
、
塚
尾
　
右
恭 

　
　
齊
藤
琳
太
郎
、
中
野
渡
聖
奈
　 

 

七
戸
中
学
校 女子

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

　
　
三
上
　
桃
子
、
山
口
　
大
空 

　
　
金
見
　
春
香
、
浦
田
　
七
海 

　
　
新
堂
　
萌
衣
、
亀
田
　
真
佑 

　
　
山
谷
　
愛
実
　
　
　 

 

天
間
舘
中
学
校
女
子
卓
球
部 

　
　
天
間
夏
々
星
、
白
石
ま
ど
か 

　
　
大
崎
　
里
穂
、
寺
澤
　
莉
香 

　
　
天
間
は
る
か
、
高
田
　
夏
海 

　
　
澤
田
　
侑
加
、
澤
田
　
明
里
　 

 

天
間
舘
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
向
中
野
邑
香
、
西
野
　
可
南 

　
　
哘
崎
　
美
里
、
高
橋
　
有
紀 

　
　
中
岫
　
花
帆
、
鳥
谷
部
舞
帆 

　
　
野
田
頭
絵
美
、
浅
野
優
希
代 

　
　
柳
平
　
恵
妙
、
高
松
　
美
咲 

　
　
蛯
沢
あ
や
乃
、
中
野
渡
　
月 

　
　
坂
本
　
愁
乃
、
鳥
谷
部
由
紀
乃 

　
　
附
田
　
美
悠
、
天
間
　
歩
美 

　
　
天
間
　
千
穂
、
小
野
　
芹
奈 

　
　
金
見
　
彩
羽
、
横
山
比
奈
乃 

　
　
向
中
野
藍
理
紗
、
高
松
明
日
香 

 

天
間
舘
中
学
校
ス
キ
ー
部 

　
　
坪
　
明
日
風
、
天
間
　
祉
乃 

　
　
天
間
　
星
羅 

優秀賞を受賞した七戸中学校野球部 

会場の様子 



平成23年度予算決まる 
 

新幹線開業効果を最大限に生かす 
 

　今年度の一般会計当初予算は、83億9,100万円で、前年度の予算と比べて12.3％の減となりま

した。 

　町では、新幹線開業効果を最大限に生かすため、観光資源のブラッシュアップや新幹線開業

効果推進事業などに重点的に予算を配分するほか、少子高齢化対策として、子宮頸ガンワクチ

ンやヒブワクチン、インフルエンザの予防接種や、農林業対策として特産野菜のブランド化や、

野菜産地強化事業など、町民の快適な生活を推進するための重点事項へ予算を配分しました。 
 

　また、８ページからは平成23年度に町が行う仕事を“分かりやすく”お知らせする「予算説明

書」を掲載しました。 

　まだまだほんの一部ですが、「この仕事を載せてほしい」、「ここはもっと詳しく知りたい」な

ど、気付いたことがありましたら、遠慮なくご意見をお寄せください。 

　ゆくゆくは、町の仕事を分かりやすく説明できる冊子として、町民の皆さまにお届けするこ

とを目指しています。 
 

※財源内訳の記載がない事業は、すべての経費を町が負担して行う事業です。 

 

 
 
予算の内訳 

一般会計　　　83億9,100万円 

特別会計　　　53億7,888万6千円 

計　　　  137億6,988万6千円 

23年度 
予算総額 

（6） 平成23年（2011）4月号 

特集 特集 

平成23年度当初予算額及び対前年度比較表 

平成22年度当初予算額 

95億6,600万円 

53億513万4千円 

23億462万8千円 

33万3千円 

3億1,289万4千円 

19億1,039万円 

1,244万3千円 

207万9千円 

4億2,403万2千円 

5,853万円 

2億7,980万5千円 

148億7,113万4千円 

平成23年度当初予算額 

83億9,100万円 

53億7,888万6千円 

23億4,697万2千円 

廃止 

3億2,645万5千円 

20億1,709万円 

1,436万1千円 

198万6千円 

3億1,743万5千円 

6,114万4千円 

2億9,344万3千円 

137億6,988万6千円 

比較増減額 

△ 11億7,500万円 

7,375万2千円 

4,234万4千円 

皆減 

1,356万1千円 

1億670万円 

191万8千円 

△ 9万3千円 

△ 1億659万7千円 

261万4千円 

1,363万8千円 

△ 11億124万8千円 

比較増減率 

△ 12.3％ 

1.4％ 

1.8％ 

△100％ 

4.3％ 

5.6％ 

15.4％ 

△ 4.5％ 

△ 25.1％ 

4.5％ 

4.9％ 

△ 7.4％ 

特 別 会 計 

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

後 期 高 齢 者 医 療  

介 護 保 険  

介護サービス事業  

七 戸 霊 園 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

農業集落排水事業  

水 道 事 業  

合 計  

区 分  

一 般 会 計  



 

一般会計の内容  一 般 会計の内容  

【歳出用語の説明】 
民　生　費　→　主に福祉関係に使うお金 
公　債　費　→　町債を返済するために支払うお金 
総　務　費　→　町の総括的な事務に使うお金 
衛　生　費　→　保健施設・ごみ処理など安全で衛生的な生活のために使うお金 
教　育　費　→　幼稚園・学校の管理や公民館など教育全般の事務や事業に使うお金 
土　木　費　→　道路や公園など公的施設に使うお金 
消　防　費　→　消防・救急活動や消防施設等の整備に使うお金 
農林水産業費　→　農林水産業の支援や指導育成に使うお金 
議　会　費　→　町議会の運営や議員の報酬などに使うお金 
商　工　費　→　商工業の支援育成や各種イベントの補助などに使うお金 
 
 
【歳入用語の説明】 
地方交付税　→　所得税など国が徴収した税金の中から、地方公共団体の財政状況に応じて交付
　　　　　　　　されるお金 
国庫支出金　→　町が行う特定の事業の財源として、国から町に交付されるお金 
県 支 出 金　→　町が行う事業に対して県から交付される、使い道が決められているお金 
町　　　債　→　町が行う建設事業などの財源に充てるため、借り入れるお金 
町　　　税　→　みなさんが町に納める税金 

議会費 
1億2,595万5千円 
　（1.5%） 
 

商工費 
1億1,785万7千円（1.4%） 
 

（7） 平成23年（2011）4月号 

特集 特集 

たばこ税 
9,541千円 
（6.8%） 

たばこ税 
9,541千円 
（6.8%） 

自 主 
財 
源 

町税内訳 
(14億730万8千円) 

 

町民税 
4億4,347万2千円 
（31.5％） 

固定資産税 
8億2,826万円 
（58.9％） 

軽自動車税　4,011万1千円（2.8%）   
 

⇦
依 

存 

財 

源 

公債費 
15億2,567万円 
（18.2%） 

 

総務費 
11億4,571万2千円 
（13.7%） 

 

民生費 
16億619万4千円 
（19.1%） 

 

衛生費 
9億9,992万9千円 
（11.9%） 

 

その他 
10億604万5千円 
（12%） 

町税 
14億730万8千円 
（16.8%） 

 

その他 
3億775万5千円 
（3.7%） 

その他   　　 
3億7,422万7千円 
（4.4%） 
 町債 

4億7,380万円 
（5.7%） 
 

　 国庫支出金 
6億5,642万2千円 
（7.8%） 
 

地方交付税 
45億9,800万円 
（54.8%） 

 

　　 県支出金 
5億7,348万8千円 
（6.8%） 
 

歳 入 
 

歳 出 
 

教育費 
7億1,173万7千円 
（8.5%） 
 

土木費 
5億4,925万3千円 
（6.5%） 
 

消防費 
3億384万6千円 
　　　　　（3.6%） 
 

農林水産業費　2億9,880万2千円（3.6%） 
 

   
   
 

 都市計画税　5万5千円（0%） 



（担当：建設課　建設係） 
 
　町管理の橋梁の延命を図るため、町では長寿命化
計画を策定し、順番に橋梁の補修を行います。 
 
◆事業の内容　　　　哘橋の塗装（橋長16ｍ） 
◆工事の予定期間　　8月～11月 
 

（担当：建設課　住宅係） 
 
　町営住宅18団地（272戸）を維持管理し、家賃など
の徴収、入退去の手続き等を行っています。 
　今年度は、今後の町営住宅の改修や、整備計画等
を含めた町営住宅長寿命化計画を策定します。 
 
◆主な経費 
　　修繕料 
　　長寿命化計画策定業務委託料 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　国の交付金　　　　 
　　町の負担金　　　　 

 
 
 
 
 
 
 

250万円 
550万円 

　 252万円 
 

248万円 
804万円 

（担当：建設課　管理係） 
 
　この事業は、町保有の除雪機械の整備を図り、冬
期間の交通の確保に努めます。 
　今年度は、平成2年度に購入した機械を更新します。 
 
◆主な経費 
　　７t級除雪ダンプトラック購入費 
　　　財　源 
　　国の交付金　　　 
　　町の負担金　　　　 
 
 
 

（担当：建設課　管理係） 
 
　町民が冬道を安全に通行できるよう、道路の除雪
及び排雪を行います。 
　除排雪作業により、町民の皆さまにはご迷惑をお
かけする場合がありますが、ご協力をお願いします。 
 
◆主な経費 
　　業者委託料　　　　　　作業員賃金 
　　機械借上料　　　　　　燃料費 
　　車検料　　　　　　　　その他経費 
　　　財　源 
　　国の交付金　　　 
　　町の負担金　　　 

 
 
 
 
 
 
 

1,900万円 
850万円 
730万円 

 
2,000万円 
6,580万円 

 
 
 
 
 
 
 

4,000万円 
230万円 
870万円 

 
 
 
 
 
 

2,400万円 
 

1,600万円 
800万円 

 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　国道４号（道の駅）から倉岡・左組地域を結ぶ幹線路線（通称つつじロード）の歩道を整備し歩行者の交通の
安全を図ります。また、歩道を整備することで車道も広くなります。 
 
◆工事区間　　　　　横町･蛇坂･荒熊内線交差点から牧場正門までの570ｍの区間 
◆工事の予定期間　　7月～12月 
◆主な経費 
　　車道拡幅工事 
　　用地買収 
　　立木補償 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　この路線は、旭地区と天間舘中学校を結ぶ生活道路です。 
　昨年度は一部道路拡幅工事を実施し、車両がすれ違いやすくなりました。今年度は、全線の道路改良及び舗
装を実施します。 
 
◆工事区間　　　　　甲田さん宅から鳥谷部さん宅までの391ｍの区間 
◆工事の予定期間　　6月～11月 
◆主な経費 
　　改良舗装工事 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

2,260万円 
 

 
 
 
 
 
 
 

3,972万円 
3万円 
 25万円 

 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

2,600万円 
1,400万円 

 
 

（8） 平成23年（2011）4月号 

特集 特集 

都 市 基 盤 の 整 備  

都市基盤の整備 4,000万円 

町道道ノ上10号線改良舗装事業 2,260万円 

橋梁補修事業 460万円 

除雪機械整備事業 2,400万円 

町営住宅の管理 1,052万円 

道路の管理（除雪） 8,580万円 



（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　天間林第一浄水場は、昭和54年10月に供用を開
始し、小坪川を水源として緩速ろ過方式で浄水した
水を、約6,000人に給水している施設です。 
　ろ過池の機能を維持するため、表層部の砂を洗浄
する機械を新しいものへ交換します。 
 
◆工事場所　　　　　天間林第一浄水場 
◆工事の予定時期　　6月～12月 
◆主な経費 
　　設備整備工事　　 
　　その他経費　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4,000万円 
300万円 

　 

（担当：上下水道課　下水道係） 
 
　下水道が整備された地区において、供用開始の日
から3年以内に下水道に接続した場合、1戸当たり6
万円の奨励金を支給します。 
 
◆主な経費 
　　加入促進奨励金 
 

 
 
 
 
 
 

300万円 
 

（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　七戸浄水場は、昭和44年6月に供用を開始しまし
た。作田川を水源として急速ろ過方式で浄水した水
を、約2,000人に給水している施設です。 
　沈澱池の底に堆積したゴミや泥は、定期的に取除
く必要があります。その取出したものを乾かし量を
減らすための施設の建設をします。 
 
◆工事場所　　　　　七戸浄水場 
◆工事の予定時期　　6月～12月 
◆主な経費 
　　設備整備工事　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

300万円 
 

（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　導水管は、水道水のもとになる原水を浄水場に送
る施設です。 
　古くなった導水管を計画的に、地震に強い管に更
新します。 
 
◆工事区間 
　　みちのく有料道路新坪川橋付近から 
　　　　　　　　　青森方面へ向う750ｍの区間 
◆工事の予定期間　　6月～10月 
◆主な経費 
　　配水管整備工事 
　　その他経費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6,600万円 
594万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,347万円 
2,758万円 
143万円 
321万円 

 
 

593万円 
 

1,007万円 
97万円 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5,300万円 
477万円 

 
981万円 

　4,796万円 
 
 

（担当：上下水道課　下水道係） 
 
　各家庭で使った生活雑排水（風呂・トイレ・台所等
の排水）は、下水道管をとおり処理施設に集められ、
施設内の水槽で微生物の力を借りながらきれいな
水と汚泥に分けられます。 
　きれいになった水は河川へ放流され、汚泥は焼却
処分されます。 
 
◆主な経費 
　【公共下水道】 
　　七戸浄化センター維持管理費 
　　天間林浄化センター維持管理費 
　　下水道台帳管理費 
　　管渠・マンホールポンプ維持修理費 
　【農業集落排水】 
　　中野西地区農業集落排水処理施設維持管理費 
　　 
　　四ヶ村地区農業集落排水処理施設維持管理費 
 
　　管渠・マンホールポンプ維持修理費 
 

（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　配水管は、浄水場やポンプ場の配水池から主に町
道の下に埋設しています。みなさんの家庭や水を利
用する施設へ水を運ぶ施設です。 
　古いものや主要な配水管を地震に強い管に更新
します。 
 
◆工事区間 
　・JA十和田おいらせ見町給油所から 
　　　　　　　　　　夏焼に向かう500ｍの区間 
　・家畜改良センター奥羽牧場門から 
　　　道の駅に向かい次の信号まで550ｍの区間 
　・底田地区の260ｍの区間 
◆工事の予定期間　　8月～11月 
◆主な経費 
　　配水管整備工事 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　国の交付金　　　   
　　町の負担金　　 
 
 
 
 

特集 特集 

（9） 平成23年（2011）4月号 

下水道施設維持管理事業費 8,266万円 

七戸浄水場排水施設整備事業 300万円 

配水管等整備事業 5,777万円 天間林第一浄水場洗砂機等更新事業 4,300万円 

下水道推進事業費 300万円 

老朽管更新事業 7,194万円 



（担当：新幹線建設対策課　建設対策係） 
 
　七戸十和田駅南口に建設した「七戸町観光交流セ
ンター」の維持管理費用です。 
　七戸町はもちろん、上十三・下北地域の玄関口と
して多くの来訪者が利用しやすい施設となるよう
管理運営を行います。 
 
◆主な経費 
　　光熱水費 
　　おもてなし対策事業業務委託 
　　観光情報等発信事業業務委託 
　　その他管理経費 
　　　財　源 
　　県の補助金       
　　使用料収入　　　　 
　　町の負担金　　　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

1,410万円 
1,330万円 
500万円 
922万円 

 
1,822万円 
 15万円 
2,325万円 

 
 

（担当：新幹線建設対策課　交通対策係） 
 
　これまで東北新幹線全線開業に向けて、「東北新
幹線七戸十和田開業事業実行委員会」において地域
の気運醸成を目的にＰＲツールの作成や開業イベ
ントなどを実施してきました。 
　今年度は、旅行雑誌への広告掲載やモニターツアー
を実施しながら、県外からの誘客を図ります。 
 
◆主な経費 
　　広告物製作事業費 
　　キャンペーン事業費 
　　宣伝広告事業費 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　県の補助金       
　　町の負担金　　　　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

300万円 
360万円 
400万円 
698万円 

 
1,000万円 
758万円 

 
 

（担当：商工観光課　観光係） 
 
　東北新幹線「七戸十和田駅」の開業に伴い、七戸町
のＰＲキャンペーンなどを県内外で積極的に開催し、
観光客の誘客に努めます。 
　地域情報を充実させたパンフレットやポスター・
観光フラッグ、七戸十和田駅に観光ＰＲボードを作
成し、七戸町の魅力や情報を伝えていきます。 
　また、八甲田連峰を眺望できる石倉放牧場の駐車
場を整備し、新たなビュースポットとして、観光客
の誘客に努めます。 
 
◆主な経費 
　　パンフレット・観光フラッグ作成 
　　広告費 
　　誘客活動旅費等 
　　石倉放牧場駐車場整備事業費 
　　観光客おもてなし事業費補助金 
　　　財　源 
　　国・県の補助金　　　 
　　町の負担　　　　 
 
 
 

（担当：商工観光課　観光係） 
 
　各実行委員会などにより様々な観光イベントが
開催されています。町ではこれらのイベントの運営
を支援し、地域の魅力向上を図ります。 
　また、七戸町観光協会では関連機関と連携し、旧
南部縦貫レールバス等を積極的に活用した観光開
発に取組みます。 
 
◆主な経費 
　　しちのへ夏まつり実行委員会補助金 
　　七里ウォーキング補助金 
　　産業文化健康まつり補助金 
　　東北馬力大会事業費補助金 
　　ホワイトバトル実行委員会補助金 
　　観光協会補助金 
　　着地型観光推進事業委託料 
　　観光資源ブラッシュアップ事業委託料 
　　　財　源 
　　国・県の補助金　　　 
　　町の負担　　　　 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

400万円 
87万円 
200万円 
90万円 
180万円 
281万円 
421万円 
256万円 

 
677万円 
1,238万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

228万円 
80万円 
121万円 
299万円 
 300万円 

 
400万円 
628万円 

 
 

 

（担当：商工観光課　商工係） 
 
　商工業の振興を支援するため、地域産業の指導的役割を担う商工会が行なう事業費の一部を補助します。 
　また、地元商店街の活性化を図るため、七戸町商店会協同組合が実施しているポイントカードの発行や商
品券を活用した事業及び七戸中央商店街協同組合が実施しているイベントなどの事業費の一部を補助しま
す。 
 
◆主な経費 
　　商工会補助金（七戸町・天間林村商工会）　　　  613万円 
　　地元購買促進事業費補助金　　　　　　　　　227万円 
　　中央商店街イベント事業費補助金　　　　　　131万円 

（10） 平成23年（2011）4月号 

特集 特集 

産 業 の 振 興  

商工業振興事業 971万円 

観光交流センターの維持管理 4,162万円 

観光レクリエーションの振興（観光PR事業） 1,028万円 

東北新幹線全線開業効果推進事業 1,758万円 

観光レクリエーションの振興（観光誘客事業） 1,915万円 



（担当：農林課　農業振興係） 
 
　県産冬野菜の供給拡大を図るため、省エネ型のハ
ウス整備や既存ハウスの省エネ化の整備に必要な
経費に助成します。 
 
◆事業内容 
　　耐雪型パイプハウス等整備費用の35％（県25％、
　町10％）を助成します。 
◆事 業 費 
　　　財　源 
　　県の補助金 
　　町の負担金 
 
 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　高収益野菜として夏秋トマトを生産する農家が
増加しており、市場の評価も高いことから、今後、作
付面積が増えると予想されます。 
　このため、夏秋トマトなど高品質野菜の生産に取
り組むためのパイプハウス等を導入する農家に対
して、購入費の一部を助成します。 
 
◆事業内容 
　　パイプハウス購入費用の35％（県25％、町10％）
　を助成します。 
◆事 業 費 
　　　財　源 
　　県の補助金 
　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

420万円 
 

300万円 
120万円 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

308万円 
 

220万円 
88万円 

 
 

 
　　　　　　　財　源 
　　　　　　国の補助金 
　　　　　　県の補助金 
　　　　　　支払基金負担分 
　　　　　　保険料 
　　　　　　町の負担金 
 

 
 

4億8,839万円 
2億7,666万円 
5億7,953万円 
2億9,322万円 
3億4,260万円 

 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　農林水産物の生産ベースとした加工・販売、サー
ビス提供などの農業６次産業化を推進するために
必要な経費について助成します。 
 
◆事業内容 
　　事業費の2/3以内（上限100万円）を助成します。 
◆事 業 費　　300万円 
 
 
 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　農業用使用済廃プラスチックの適正処理を推進
するため、廃プラスチック等の処理に必要な費用の
一部を助成します。 
 
◆事業内容 
　　廃プラスチック等処理料30円/kgのうち、14円
　/kgを助成します。 
◆事 業 費　　354万円 
 

（担当：健康福祉課　介護保険係） 
 
　介護保険制度は、40歳以上の方が加入者（被保険者）として保険料を負担し、介護が必要と認定されたとき
は費用の一部（原則１割）を支払ってサ－ビスを利用する制度です。みなさんが納める保険料は、国、県、町の
負担金やみなさんが負担するサービス利用料と合わせて、介護保険を健全に運営していくための大切な財源
となります。 
 
65歳以上（第1号被保険者）　　　　　…介護や日常生活の支援が必要となったとき要介護（支援）認定を受
　　　　　　　　　　　　　　　　　　けサービスを利用できます。 
40歳以上65歳未満（第2号被保険者）　…特定の病気により介護や日常生活の支援が必要になったときサー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビスを利用できます。 

 
 

19億3,178万円 
194万円 
922万円 
1,255万円 
2,491万円 

 
 

 
◆主な経費 
　　介護給付費 
　　第５期介護保険事業計画策定費 
　　介護認定審査費 
　　認定調査費 
　　その他事務経費 
 

特集 特集 

（11） 平成23年（2011）4月号 

健 康 ・ 福 祉 の 充 実  

介護保険事業  19億8,040万円 

冬の農業省エネ施設整備事業 420万円 

６次産業化推進事業 300万円 

野菜等生産力強化対策事業 308万円 

農業用プラスチック回収事業 354万円 



（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　七戸町における死因の第1位は「がん」となって
おります。しかし、がんは定期的に健診を受けるこ
とにより、早期に発見し、早期に治療すれば治る確
率が高くなります。 
　町では健康増進法並びにがん対策基本法に基づき、
がんによる死亡を減らすため、がん検診受診率50
％を目標に集団健診において各種がん検診を実施
しています。 
 
◆事業の内容 
　　集団健診（総合健診・七戸病院人間ドック）にお
　けるがん検診 
　　胃がん検診 
　　肺がん検診 
　　大腸がん検診 
　　前立腺がん検診 
　　子宮がん検診 
　　乳がん検診 
◆検診期間 
　　集団健診　　6月～3月　 
◆主な経費 
　　健康診査等委託料 
　　その他 
　　　財　源 
　　国の補助金　　　　　  
　　受診者負担金　　　 
　　町の負担金　　　　 
 
 

 
 
 
 
 
 

6,495万円 
484万円 

 
91万円 

1,449万円 
5,439万円 

 

（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　近年、出生率の低下、核家族化や女性の社会進出
により、子育て環境が大きく変化しています。そう
した状況の中、育児不安の軽減や男性の子育て参加
の促進など、子どもがすこやかに生まれ育つよう、
妊娠期から出産、子育てに関するさまざまな保健サー
ビスを実施します。 
 
◆主な事業の内容 
　(1) パパママスクール（妊婦及びその夫等を対象） 
　(2) 妊婦委託健康診査（医療機関委託） 
　(3) 新生児訪問（生後1ケ月未満） 
　(4) １ケ月児健診（医療機関委託） 
　(5) ３ケ月児健診（公立七戸病院委託） 
　(6) 乳児相談（６ケ月児・12ケ月児） 
　(7) １歳６ケ月児健診 
　(8) ２歳６ケ月児健診 
　(9) ３歳児健診 
　(10) ５歳児健康相談 
　(11) ５歳児事後指導教室 
　(12) ことばと聞こえの発達相談 
◆主な経費 
　　健康診査委託料　 　 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　県の補助金　　　　　　 
　　町の負担金　　　　　　 
　　　　　  
 
 

 
 
 
 
 
 

1,105万円 
151万円 

 
276万円 
980万円 

 

（担当：健康福祉課　障害福祉係） 
 
　身体、知的発達、精神に障がいのある方が自立し
た日常生活、社会生活を営むことができるよう支援
します。 
 
◆主な事業内容 
　・障害者手帳の取得により、各種サ－ビスが受け
　　られます。 
　　　(1) 身体障害者手帳 
　　　(2) 愛護（療育）手帳 
　　　(3) 精神障害者保健福祉手帳 
　・障害者の手当が受けられます。 
　　　(1) 特別障害者手当 
　　　(2) 障害児福祉手当 
　・障害者の能力や適性に応じ、自立した日常生活
　　をおくるための支援事業です。　 
　　　(1) 地域生活支援事業 
　　　　①相談・生活支援事業 
　　　　②コミュニケ－ション支援事業 
　　　　③日常生活用具給付事業 
　　　　④地域活動支援センタ－ 
　　　　⑤更生訓練費等給付事業 
　　　　⑥日中一時支援事業 
　　　　⑦訪問入浴サ－ビス事業 
　　　　⑧自動車運転免許取得費助成事業 
　　　　⑨その他生活支援事業 
　　　(2) 補装具購入（修理）事業 
　　　(3) 自立支援医療 
　　　　①更生医療給付事業 
　　　　②精神障害者通院医療制度 
　　　(4) 自立支援給付 
　　　　①居宅介護（ホ－ムヘルプ） 
　　　　②児童ディサ－ビス 
　　　　③生活介護 
　　　　④自立訓練 
　　　　⑤就労継続支援 
　　　　⑥施設入所支援 
　　　　⑦グル－プホ－ム、ケアホ－ム 
　　　　⑧その他　自立支援給付 
◆主な経費　 
　　障害福祉サ－ビス費　　  
　　福祉事務組合負担金　　 　  
　　社会福祉法人補助金　    　 
　　各種団体補助金　　　　　　  
　　その他事務費 
　　　財　源 
　　国の補助金　　　 
　　県の補助金　　　　 
　　町の負担金      
　　その他　　　　 　　　　 
　　 　　   　 
 

　　 
 
 

3億2,470万円 
811万円 
950万円 
38万円 
144万円 

 
1億5,841万円 
　8,393万円 
 1億169万円 

10万円 

（12） 平成23年（2011）4月号 

特集 特集 

がん検診事業 6,979万円 

母子保健事業 1,256万円 

障がい福祉事業 3億4,413万円 



（担当：社会生活課　児童福祉係） 
 
　七戸町の児童が保育所に入所し、保育の実施を行っ
た場合、その保育に必要な経費を町で負担していま
す。 
　七戸町には、社会福祉法人が経営している保育所
が6施設あります。入所児童数は、平成23年3月1日
で540名、他市町村に広域で入所している児童が13
名でした。 
　平成23年度も、同じくらいの児童の入所が見込
まれています。 
 
◆事業の内容 
　　児童の措置年齢による保育単価に入所児童数
　を乗じて得た額を各保育所に毎月運営費として
　支払いします。 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　県の交付金 
　　保護者負担金 
　　町の負担金 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1億6,009万円 
 8,004万円 

1億2,041万円 
　 1億2,576万円 

 
 
 

（担当：社会生活課　児童福祉係） 
 
　少子化対策並びに子育て支援の一環として、出生
から中学校卒業までの医療費を給付します。 
給付の方法は、保護者の負担を軽減するため現物給
付を実施しています。 
 
◆要　　件 
　　所得要件　児童手当特例給付所得制限額。 
　　　　　　　（0歳児所得制限なし） 
　　住所要件　対象児童が七戸町に住所を有する
　　　　　　　こと。 
◆対象となる医療費 
　　通院や入院でかかった健康保険適用分の医療
　費自己負担分。 
　　健康保険適用外の医療費並びに入院時の食事
　療養費は給付の対象になりません。 
　　　財　源 
　　県の補助金 
　　町の負担金 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

863万円 
4,283万円 

 
 

（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　感染力が強い病気を広く流行させないために予
防接種を実施しています。 
　特に子どもや高齢者は、感染すると肺炎等の合併
症を発症することがありますので、発病予防、重症
化予防のために予防接種が必要とされています。 
　感染力の強い麻しん風しんについては、未接種者
に対して、接種率を高めるために個別に通知して、
再度接種することをすすめています。 
 
◆予防接種の種類　 
　(1) ＢＣＧ（結核） 
　(2) ポリオ 
　(3) 三種混合（破傷風・百日咳・ジフテリア）  
　(4) 麻疹風疹   　　　　　　　　　　 
　(5) 二種混合（破傷風・ジフテリア） 
　(6) 日本脳炎 
　(7) 高齢者インフルエンザ 
 
　Ｈ23年度から新たに開始する予定のもの 
 
　・子宮頸がん（がん予防） 
　・ヒブ 
　・小児用肺炎球菌 
◆主な経費　 
　　予防接種委託料 
　　医薬材料費 
　　その他の経費 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　町の負担金 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2,901万円 
1,217万円 
 74万円 

 
811万円 

  3,381万円 
 
 
 
 
 
 

（担当：社会生活課　環境係） 
 
　ごみの広域処理は、中部上北広域事業組合で焼却や最終処分場で埋め立て処分を行っています。 
　粗大ごみは粉砕処理し、燃えるごみは清掃センターで焼却し、金属類は再資源化します。選別して残ったご
みは、最終処分場で埋め立て処分します。 
　町では、これらの仕事に必要な経費を負担します。 
　町民の皆さまには、ごみ排出量の削減、リサイクルなどご協力をお願いします。 
 
◆主な経費 
　　中部上北広域事業組合負担金（清掃センター）　　　4,219万円 
　　中部上北広域事業組合負担金（最終処分場）　　　　　963万円 
 

特集 特集 

（13） 平成23年（2011）4月号 

生 活 環 境 の 整 備  

廃棄物広域処理事業  5,182万円 

予防接種事業 4,192万円 

保育所運営費 4億8,630万円 

乳児・子ども医療費給付事業 5,146万円 



（担当：総務課　防災係） 
 
　大地震などの災害が起こると、停電によりテレビ
が映らなくなったり、電話が通話できなくなったり、
情報不足になります。 
　そのような事態に的確な情報を提供できるように、
防災無線を設置しています。 
　現在のシステムは老朽化により、使用できない機
能もあり、災害に対応できない状況にあることから、
防災無線の更新に向けた調査を行います。 
 
◆内　　容 
　　防災無線デジタル化に向けての調査費 
◆主な経費 
　　実施計画業務委託料 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

900万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,476万円 
 

2万円 
 

738万円 
740万円 

 

（担当：社会生活課　衛生係） 
 
　合併処理浄化槽は、トイレや台所、風呂などの排
水を敷地内で適正に処理する設備です。 
　町では、水質汚濁を防止し、生活環境を守り公衆
衛生を向上させるため合併処理浄化槽の設置費用
の一部を補助します。 
 
◆主な経費 
　　合併処理浄化槽設置整備事業費補助金 
　　 
　　青森県合併処理浄化槽普及促進協議会負担金 
 
　　　財　源 
　　国、県の補助金　　　　 
　　町の負担額　　　　　　 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　児童生徒の健康を保ち、また増進させるため、学
校保健安全法に基づいた健診や検査を行います。 
 
◆内　　容 
　　検診：内科、歯科、耳鼻咽喉科、眼科 
　　検査：尿、ぎょう虫、貧血 
　　対象：小・中学生 
◆主な経費 
　　学校医等報酬　　　　　 
　　検診委託料　　　　　　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

260万円 
208万円 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　幼児や児童生徒に英語に接する機会を提供し、英
語教育の充実と国際理解教育の推進を図るため、2
名の外国語指導助手（ALT）を町内保育園、幼稚園、小・
中学校へ派遣します。 
 
◆主な経費 
　　外国語指導助手の報酬 
　　その他経費 
 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　遠距離通学の児童生徒に対し、スクールバスを
運行しています。常に安全に運行することができ
るように、維持管理を行います。 
 
◆主な経費 
　　運転業務委託料　　　　　　 
　　燃料費 
　　車検代等　　　　　　　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 

731万円 
117万円 

 
 
 
 
 
 

2,050万円 
229万円 
286万円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

80万円 
886万円 
698万円 

 
33万円 

1,631万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　経済的理由により、就学困難と認められる児童生
徒の保護者に対して、給食費、学用品費等を援助す
る制度です。 
　また、軽度の障害を持つ児童生徒が特別支援教室
へ通う時の通学用品費等の援助を行います。 
 
◆主な経費 
　　特別支援 教育奨励費　 
　　給食費　　　　　　　 
　　学用品費等 
　　　財　源 
　　国の補助金　　　  
　　町の負担額　　　 
　　　　　 
 

（担当：社会生活課　環境係） 
 
　燃えるゴミ、燃えないゴミ、資源ゴミなどの一般廃棄物を円滑に収集します。 
　ゴミの減量化や効率的な収集運搬を行うためにも、ゴミの分別を徹底し排出ルールを守りましょう。 
　また、ゴミステーションの日常管理は、各町内会にお願いしています。 
　収集日の除雪や清掃など、適切な維持管理に努めるようにご協力をお願いします。 
 
◆主な経費　　ゴミ箱設置事業費補助金　　20万円　　 
 

（14） 平成23年（2011）4月号 

特集 特集 

ゴミ収集事業 20万円 

防災無線整備事業 900万円 合併処理浄化槽整備事業 1,478万円 

児童生徒健康診断 468万円 

外国語指導助手派遣事業 848万円 スクールバスの運行事業 2,565万円 

就学援助事業 1,664万円 

教 育 ・ 文 化 の 充 実  



（担当：生涯学習課　文化財保護係） 
 
　国の史跡指定を受けている「七戸城跡」の維持管
理を行います。 
　跡地内には、花菖蒲園や山つつじ園などがあり、
町民の皆さんの憩いの場として活用されています。 
 
◆主な作業内容 
　　年３回の草刈等 
◆主な経費 
　　作業員賃金　　　　 　 
　　委託料　　　　　　　　 
　　　財　源 
　　国の交付金　　　 
　　町の負担額　　　 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

527万円 
40万円 

 
497万円 
 70万円 

 
 

（担当：生涯学習課　文化財保護係） 
 
　二ツ森貝塚史跡公園に設置している縄文時代中
期の復元竪穴住居が老朽化により倒壊の恐れがあ
るため改修します。 
 
◆内　　容　　　 
　　縄文住居の解体・復元　　１棟 
　　　財　源 
　　国の交付金 
　　　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

680万円 
 
 

（担当：生涯学習課　文化振興係） 
 
　この施設は、財団法人鷹山宇一記念美術振興会に
管理等を委託しています。 
　町民の皆さまの芸術・文化の振興に努めます。 
　 
◆内　　容 
　　鷹山宇一の製作した絵画作品等の展示並びに
　美術工芸品の収集・保存・公開を行っています。 
◆主な経費 
　　施設管理委託料　　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,750万円 
 

（担当：スポーツ振興課） 
 
　町民の体力向上、体育の振興及び奨励を目的とし、
加盟団体並びにスポーツ少年団の強化育成や各種
大会への参加、体育・スポーツに関する大会などを
開催しています。 
　町ではこれらの活動を支援するため、運営費を補
助します。 
 
◆主な経費 
　　加盟団体活動費補助　　　 　　　　 
　　スポーツ少年団活動費補助 
　　大会開催経費（委託事業）　　　 　 
　　選手派遣費、選手強化費　　　　　   
　　その他事務経費　　　　　　　　　   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

123万円 
70万円 
177万円 
97万円 
26万円 

 
 

（担当：中央公民館） 
 
　大人であることの自覚と責任を持ち、町の将来を
担う20歳になった青年を祝う会を実施します。 
 
◆主な経費 
　　記念品　　　　　 
　　講師謝礼等　　　  
　　　　　　 
 

 
 
 
 
 

53万円 
7万円 

 
 
 

（担当：スポーツ振興課） 
 
　毎年9月の第1日曜日に行われている県民駅伝競
走大会に出場する選手の強化トレーニングや試走
会にかかる経費を、県民駅伝競走大会七戸町実行委
員会に補助します。 
 
◆主な経費 
　　大会事業費補助金 
 

 
 
 
 
 
 
 

80万円 

（担当：生涯学習課　社会教育係） 
 
　安全安心な子どもの居場所づくりと放課後や週末における各種体験活動の充実を図るため、放課後子ども
教室を町内４小学校区で実施します。また、地域ぐるみで子どもたちを育むため、学校における学習活動等で
の地域住民のボランティア活動を推進するための取り組みを行います。さらに、家庭の教育力向上を図るた
め、町内の保育園や子育て支援センター、小・中学校において家庭教育講座を実施します。 
 
◆主な経費 
　　安全管理員・コーディネータ等謝礼　　600万円 
　　各種ボランティア活動等推進経費　　　116万円 
 

 
 
 
 
 
 

　財　源 
国・県の負担額　　　　363万円 
町の負担額　　　　　353万円 

 
 

特集 特集 

（15） 平成23年（2011）4月号 

学校・家庭・地域の連携協力推進事業  716万円 

二ツ森貝塚史跡公園復元竪穴住居改修工事 680万円 史跡七戸城跡維持管理 567万円 

体育協会への補助 493万円 文化村（美術館）の維持管理 1,750万円 

県民駅伝競走大会への補助 80万円 成人式 60万円 



（担当：スポーツ振興課） 
 
　皆さんのスポーツ活動の場として利用されてい
る体育館・武道館・讃道館の維持管理費用です。 
皆さんが利用しやすい施設となるよう管理運営を
行います。 
 
◆主な経費 
　　光熱水費 
　　夜間､休日､機械などの管理経費 
　　修繕料、工事費 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　 
　　町の負担額　　　 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

622万円 
265万円 
 216万円 
 98万円 

  
55万円 

1,146万円 

 
 
 
 
 
 

312万円 
896万円 
70万円 
214万円 

 
40万円 

1,452万円 
 
 

（担当：スポーツ振興課） 
 
　野球場やサッカー場、テニスコートなどがある運
動公園を、皆さんが利用しやすいように維持管理し
ます。 
 
◆主な経費 
　　光熱水費 
　　環境整備等管理費 
　　修繕料 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　  
　　町の負担額　　　 
 
 
 

（担当：スポーツ振興課） 
 
　Ｂ＆Ｇ海洋センターと屋内温水プールが安全で
楽しく利用できるように維持管理します。 
 
◆主な経費 
　　光熱水費　　　　　　　　　  　 
　　水質検査、監視業務委託料　   
　　水質管理のための医薬品費　　　  
　　その他経費             　　　  
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　 
　　町の負担額　　　 
 
 
 

 
 
 
 
 

918万円 
1,428万円 
 51万円 
 117万円 

  
135万円 
2,379万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

320万円 
1,982万円 

 
 

（担当：スポーツ振興課） 
 
　宿泊研修施設ふれあいセンター、屋内スポーツセ
ンター及び公園内にある遊具施設など、皆さんが安
全に安心して利用できるよう管理運営を行います。 
 
◆主な経費 
　　光熱水費　　　　　　　　　　　 　790万円 
　　夜間、休日、機械などの管理経費　 　705万円 
　　公園内環境整備管理経費　　　　 　482万円 
　　その他経費　　　　　　　　　 　　325万円 
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　  
　　町の負担額　　　 
 
 
 

（担当：総務課行政係） 
 
　町には、82の常会と42の町内会があり、それぞれ
の長が、行例連絡員を務めています。 
　行政連絡員は、町と常会・町内会のパイプ役とし
て、毎月の広報等行政連絡事項の配布・伝達、地区か
らの要望の取りまとめや、意見を町の担当課に報告
することが主な業務です。 
 
◆主な経費 
　　行政連絡員報酬　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

428万円 
 

 
 
 
 
 
 

2,704万円 
433万円 

11億1,267万円 
2億438万円 

（担当：総務課人事係） 
 
　町長、副町長、教育長の特別職のほか、役場職員の
給与、各手当（時間外手当を除く）の支給とその管理
を行うための経費です。 
 
◆主な経費 
　　特別職給与費等　　　　　　 
　　特別職共済費　　　　　　　　 
　　職員給与費等　　　　  
　　職員共済費　　　　　　 
　　　　　 
 

（担当：総務課人事係） 
 
　多様化するニーズに迅速に対応し、町民の皆さんが主体のまちづくりをさらに進めるためには、専門的知
識の習得、職員の資質向上や意識改革を続けていくことが必要です。 
　各研修機関が実施する実務研修を受講させ、町民の皆さんの視点に立った仕事ができる職員を育成します。 
　 
◆主な経費 
　　研修旅費　　　　　　　　60万円 
　　研修受講負担金　　　　　21万円 
　　保険料、テキスト代　　　 　5万円 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
　 
　財　源 
国の交付金　　　　　 45万円 
町の負担金　　　　　 41万円 
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特集 特集 

役場職員の研修 86万円 

体育館の維持管理 1,201万円 運動公園の維持管理 1,492万円 

プールの維持管理 2,514万円 中央公園の維持管理 2,302万円 

行政連絡員業務 428万円 役場職員の給与 13億4,842万円 

行 財 政 改 革 の 推 進  
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保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

   

　
健
康
福
祉
課 
☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

 

ぼ
く
・
わ
た
し 

む
し
歯
な
い
よ 

 

　
２
月
15
日
に
実
施
し
た
、
３
歳

児
健
康
診
査
に
お
い
て
、
虫
歯
の

な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。
今
回
は
、
23
名
の
お
子
さ
ん

が
健
診
を
受
け
、
そ
の
う
ち
虫
歯

が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
は
、
14
名

で
し
た
。
み
ん
な
の
笑
顔
が
素
敵

で
す
ね
。
（
　
）
内
は
、
町
内
名 

                   

                                   

                                   

野
々
上
分
館
で
開
催 

〜
家
庭
と
地
域
で
支
え
る 

こ
こ
ろ
の
健
康
〜 
 

　
２
月
27
日
、
野
々
上
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
心
の
健
診
及
び

心
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

壮
年
層
の
２
割
に
心
の
疲
れ
（
抑
う

つ
傾
向
）
が
あ
る
、
高
齢
者
の
４
割

が
寂
し
さ
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て

い
る
、
男
性
は
精
神
科
受
診
へ
の
抵

抗
感
が
強
く
我
慢
し
て
し
ま
う
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
青
森
県
立
保
健
大
学
看
護

学
科
　
戸
沼
助
手
に
よ
る
「
ス
ト
レ 

                 
地
区
保
健
協
力
員
に
よ
る
健
康
劇 

〜
日
頃
か
ら
の
声
が
け
を
大
切
に
〜 

ス
と
う
つ
病
」
の
講
話
で
は
「
ま
ず

は
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
。
声
が
け
は
、
見
守
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
相
手
が
安
心
す
る
き

っ
か
け
に
な
る
。
で
き
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
食

欲
不
振
、
不
眠
な
ど
が
２
週
間
以
上

続
く
と
う
つ
の
症
状
だ
と
知
っ
た
」

「
隣
３
軒
に
声
が
け
し
、
明
か
り
が

つ
い
て
い
る
か
な
ど
見
守
っ
て
い
こ

う
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
、
日
頃

の
生
活
を
振
り
返
る
機
会
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。 

  

麻疹・風疹予防接種のお知らせ 
 

　平成23年度の対象者は下記のとおりになっています。対象者

には個別に通知しますので、忘れずに接種しましょう。 
 

第１期　生後12カ月～24カ月未満の幼児 

第２期　H17年4月2日～H18年4月1日生まれ 

第３期　H10年4月2日～H11年4月1日生まれ 

第４期　H 5 年4月2日～H 6 年4月1日生まれ 

 
 
 
 
 
 
 

たかだ　　  ゆうすけ 

高田　雄介くん 

（榎林３）  
毎日、歯みがきしてい
ます。 

てんま　　　ここな 

天間　心奈ちゃん 

（長下団地）  
これからも、むし歯ゼ
ロで頑張ろうね。 

たかしみず　　  さき 

高清水　咲ちゃん 

（二ツ森）  
毎日、歯みがきがんば
ります！ 

てんま　　　ゆうと 

天間　悠斗くん 

（天間１）  
これからも毎日の歯
みがき頑張ろうね。 

いした　　　り　こ 

石田　瑠子ちゃん 

（松ヶ沢）  
仕上げみがきをがん
ばりました。 

うらた　　　     れん 

浦田　　蓮くん 
（川原町）  

がんばって歯みがき
していきましょう 

ならだて　　 ゆずは 

楢舘　柚葉ちゃん 
（下川向）  

これからも毎日頑張
っていこうね！ 

たかだ　　　　  りん 

高田　　凛ちゃん 
（新　町）  

歯みがき、毎日頑張っ
ています。 

かみはらこ　 たかと 

上原子天翔くん 
（上原子２）  

甘い物が好きなので毎日
歯みがきがんばります。 

く　ぼ　　   ほ　の 

久保　帆乃ちゃん 
（七戸蒼前）  

ヤッタネ！これからも夜の
歯みがきがんばろうね！ 

わかやま　　　れん 

和歌山　廉くん 
（川　去）  

がんばって歯みがき
を続けています。 

こばやし　　  たくと 

小林　拓仁くん 
（城　内）  

これからも歯みがき
頑張ろうね 

うらた　　　えみる 

浦田　咲瑠ちゃん 
（城　内）  

これからも、むし歯ゼ
ロ頑張ります！ 

まちや　　　れ　お 

町屋　漣音くん 
（南　浦）  

イケメンになるためにこれか
らも歯みがきがんばるぞ！ 
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七 戸 町 柏 葉 館　　相談時間　10:30～15:00

野辺地町中央公民館　　相談時間　10:00～15:00

５月 

 25日(水)

７月 

 27日(水)

９月 

 28日(水)

11月 

 24日(木)

１月 

 25日(水)

３月 

 28日(水)

４月 

 27日(水)

６月 

 22日(水)

８月 

 24日(水)

10月 

 26日(水)

12月 

 21日(水)

２月 

 22日(水)

　町では快適な生活環境の確保と共用水域の水質保全のため、

下水道の整備を進めています。 

平成23年４月から、新たに七戸地区「字荒熊内の一部・字貝ノ

口の一部」で公共下水道施設の供用及び汚水の処理を開始する

ことになりました。 

　供用が開始された地区ではトイレ、台所、風呂場などの汚水

を下水道へ流すことが義務付けられていますので、排水設備工

事を行い、公共マスへの速やかな接続をお願いします。 

　なお、排水設備工事は適切な施工が必要ですので、町が指定

した排水設備工事業者で工事を行ってください。 

　また、供用開始後３年以内に下水道へ接続された方には、加

入促進奨励金として６万円を交付します。 

※奨励金には交付要件がありますので、詳しくは上下水道課へ

お問い合せください。 

 

　平成21年度の供用開始地区（七戸地区「字荒熊内、字

上町野、字貝ノ口、字天王、字十役野の一部」）につい

ては、平成24年３月31日で加入促進奨励金の対象期間が

終了します。早めに排水設備工事を行いましょう。 

 

○問合せ先　上下水道課　☎62－6243 
 
 

 
 
 
 

平成23年度移動年金相談日について 

　青森年金事務所では、予約制による年金相談を行っています。 

　会場及び開催日は、以下のとおりです。皆さまお気軽にご利

用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．受付日時 

　　月曜日から金曜日の午前８時30分から午後５時15分  

２．予約の申し込み方法等 

　　１ヶ月前から下記の申込み先にて電話で受付します。 

　　☎　017－734－7498 
 

☆完全予約制となりますので、忘れずに予約をしてください。 

☆基礎年金番号通知書、年金手帳など、基礎年金番号の分かる

　物をご持参ください。（番号が分からない場合は、職歴のメモ

　等をご持参ください。） 

☆代理の方がご相談においでの際は、委任状が必要になります。 

 

 

 
◎荒熊内の一部 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

◎貝ノ口の一部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成23年度の国民年金保険料について（月額） 

（平成22年度）　　（平成23年度） 

15,100円　　→　　15,020円 

　平成23年度の保険料額は、前年度に比べて

80円引き下げることになりました。 

 

 
「学生納付特例制度」の申請をお忘れなく！ 

　「学生納付特例制度」は20歳以上の学生が、

在学期間中の国民年金保険料を後払いできる制

度です。学生本人の前年所得が一定額以下の場

合、承認を受けるとその期間中は保険料の納付

が猶予されます。手続きには学生証または在学

証明証、印鑑が必要となります。また、申請は

毎年必要となります。 

　なお、毎年2月下旬までに在学予定期間を記

入の上で学生納付特例の承認を受けられた方の

うち翌年度以降も引き続き在学予定である方に

は、3月下旬に日本年金機構から送付されるハ

ガキ形式の申請書に必要事項を記入し提出する

だけで申請ができます。 

○問合せ先　町民課国民年金係☎68－2115 
　　　　　　庶務課国民年金係☎62－2111

今回供用が開始される地区…　　　の部分 

 

下水道供用開始区域 
（七戸町字貝ノ口の一部） 

下水道供用開始区域 
（七戸町字荒熊内の一部） 

道の駅 
しちのへ 

宮里 
商店 

至 七中 

七戸十和田駅 

至 七小
 

至 

七
戸
支
所 

公共下水道の供用・処理開始について 公共下水道の供用・処理開始について 

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 
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３
月
31
日
・
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
・
旧
職
名
） 

  

退
職
関
係
（
平
成
23
年
３
月
31
日
付
） 

 

定
年
退
職 

●
米
澤
　
秀
一 

（
支
所
長
・
庶
務
課
長
） 

●
桜
田
　
　
明 

（
南
公
民
館
長
） 

●
小
又
　
つ
さ 

（
社
会
生
活
課
長
補
佐
） 

●
田
中
　
愛
子 

（
城
南
児
童
館
総
括
主
幹
） 

●
花
松
　
幸
子 

（
七
戸
幼
稚
園
総
括
主
幹
教
諭
） 

●
二
ッ
森
さ
つ 

（
七
戸
美
光
園
） 

●
竹
内
　
禮
子 

（
南
公
民
館
技
能
主
事
） 

 

勧
奨
退
職 

●
八
嶋
　
　
亮 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
長
） 

●
佐
々
木
弥
生 

（
社
会
生
活
課
長
補
佐
） 

●
作
田
奈
美
子 

（
七
戸
幼
稚
園
長
補
佐
） 

●
中
野
　
秀
明 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
総
括
主
幹
） 

●
甲
田
由
紀
子 

（
中
央
公
民
館
技
能
主
事
） 

   

派
遣
関
係
（
平
成
23
年
３
月
31
日
付
） 

 

●
工
藤
　
素
行 

 

　
商
工
観
光
課
主
任
主
査
（
青
森
県
観
光
連
盟
） 

   

新
採
用
関
係
（
平
成
23
年
４
月
１
日
付
） 

 

●
西
野
　
康
平
　
総
務
課
主
事 

●
二
宮
　
　
渉
　
企
画
財
政
課
主
事  

●
七
尾
真
奈
美
　
税
務
課
主
事  

●
和
田
明
日
香
　
町
民
課
主
事
補  

●
中
嶋
　
正
弥
　
農
林
課
主
事
補  

●
蛯
名
　
政
智
　
生
涯
学
習
課
主
事  

   

昇
任
関
係
（
平
成
23
年
４
月
１
日
付
） 

 

●
渡
部
喜
代
志 

　
生
涯
学
習
課
長
・ 

　
七
戸
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務 

（
総
務
課
長
補
佐
） 

●
山
谷
　
栄
作 

　
南
公
民
館
長
・
中
央
図
書
館
長
兼
務 

（
町
民
課
長
補
佐
） 

●
金
見
　
勝
弘 

　
企
画
財
政
課
長
補
佐 

（
商
工
観
光
課
総
括
主
幹
） 

●
仁
和
　
圭
昭 

　
税
務
課
長
補
佐 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
総
括
主
幹
） 

●
工
藤
　
靖
子 

　
七
戸
幼
稚
園
長
補
佐 

（
建
設
課
総
括
主
幹
） 

●
相
馬
　
和
徳 

　
税
務
課
総
括
主
幹 

（
税
務
課
主
幹
） 

●
佐
藤
　
源
太 

　
税
務
課
総
括
主
幹 
（
企
画
財
政
課
主
幹
） 

●
金
見
　
真
樹 

　
税
務
課
総
括
主
幹 

（
商
工
観
光
課
主
幹
） 

●
町
屋
　
淳
一 

　
社
会
生
活
課
総
括
主
幹 

（
生
涯
学
習
課
主
幹
） 

●
向
中
野
洋
人 

　
農
林
課
総
括
主
幹 

（
農
林
課
主
幹
） 

●
中
村
　
陽
一 

　
商
工
観
光
課
総
括
主
幹 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
主
幹
） 

●
大
沢
田
亜
希
子 

　
生
涯
学
習
課
総
括
主
幹 

（
生
涯
学
習
課
主
幹
） 

●
天
間
　
桂
子 

　
企
画
財
政
課
主
幹 

（
企
画
財
政
課
主
任
主
査
） 

●
内
山
　
　
工 

　
税
務
課
主
幹 

（
税
務
課
主
任
主
査
） 

●
小
林
　
義
和 

　
農
林
課
主
幹 

（
農
林
課
主
任
主
査
） 

●
今
泉
今
日
子 

　
農
林
課
主
幹 

（
農
林
課
主
任
主
査
） 

●
太
田
　
幸
司 

　
農
林
課
主
幹 

（
農
林
課
主
任
主
査
） 

●
乙
供
　
信
子 

　
健
康
福
祉
課
主
幹 

（
健
康
福
祉
課
主
任
主
査
） 

●
佐
々
木
智
恵
子 

　
学
務
課
主
幹 

（
町
民
課
主
任
主
査
） 

●
中
原
さ
お
り 

　
支
所
庶
務
課
主
幹 

（
支
所
庶
務
課
主
任
主
査
） 

●
成
田
真
由
美 

　
中
央
図
書
館
主
幹 

（
中
央
図
書
館
主
任
主
査
） 

●
鳥
谷
部
久
美
子 

　
企
画
財
政
課
主
任
主
査 

（
企
画
財
政
課
主
査
） 

●
八
嶋
　
靖
希 

　
農
林
課
主
任
主
査 

（
農
林
課
主
査
） 

●
坪
　
　
和
昭 

　
上
下
水
道
課
主
任
主
査 

（
社
会
生
活
課
主
査
） 

●
小
林
　
義
博 

　
建
設
課
主
任
主
査 

（
町
民
課
主
査
） 

   

配
置
換
・
兼
務
関
係 

（
平
成
23
年
４
月
１
日
付
） 

 

課
長
級 

●
天
間
　
　
勤 

　
企
画
財
政
課
長 

（
会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
兼
務
） 

●
楠
　
　
　
章 

　
会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
兼
務 

（
企
画
財
政
課
長
） 

●
米
内
山
敬
司 

　
支
所
長
・
支
所
庶
務
課
長
兼
務 

（
商
工
観
光
課
長
） 

●
天
間
　
一
二 

　
新
幹
線
建
設
対
策
課
長 

（
上
下
水
道
課
長
） 

●
鳥
谷
部
　
宏 

　
上
下
水
道
課
長 

（
生
涯
学
習
課
長
・
七
戸
町
文
化 

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
） 

●
瀬
川
　
勇
一 

　
商
工
観
光
課
長 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
推
進
監
） 

 

課
長
補
佐
級 

●
中
野
　
昭
弘 

　
総
務
課
長
補
佐 
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
） 

●
江
刺
家
栄
子 

　
税
務
課
長
補
佐 

（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
） 

●
八
幡
　
博
光 

　
健
康
福
祉
課
長
補
佐 

（
企
画
財
政
課
長
補
佐
） 

●
高
田
　
浩
一 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐 

（
税
務
課
長
補
佐
） 

 

総
括
主
幹
級 

●
佐
々
木
和
博 

　
企
画
財
政
課
総
括
主
幹 

（
建
設
課
総
括
主
幹
） 

●
哘
　
真
理
子 

　
町
民
課
総
括
主
幹 

（
建
設
課
総
括
主
幹
） 

●
井
上
　
　
健 

　
町
民
課
総
括
主
幹 

（
支
所
庶
務
課
総
括
主
幹
） 

●
附
田
加
代
子 

　
城
南
児
童
館
総
括
主
幹 

（
農
林
課
総
括
主
幹
）  

●
吉
田
ま
り
子 

　
城
南
児
童
館
総
括
主
幹 

（
会
計
課
総
括
主
幹
） 

●
甲
田
美
喜
雄 

　
農
林
課
総
括
主
幹 

（
税
務
課
総
括
主
幹
） 

●
檜
山
る
み
子 

　
健
康
福
祉
課
総
括
主
幹 

（
学
務
課
総
括
主
幹
） 

●
三
上
　
義
也 

　
支
所
庶
務
課
総
括
主
幹 

（
税
務
課
総
括
主
幹
） 

●
杉
村
　
典
子 

　
建
設
課
総
括
主
幹 

（
健
康
福
祉
課
総
括
主
幹) 

●
附
田
　
敬
吾 

　
商
工
観
光
課
総
括
主
幹 

（
社
会
生
活
課
総
括
主
幹
） 

●
深
堀
美
津
子 

　
学
務
課
総
括
主
幹 

（
企
画
財
政
課
総
括
主
幹
） 

●
船
水
　
弘
子 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
総
括
主
幹 

（
生
涯
学
習
課
総
括
主
幹
） 

 

主
幹
級 

●
田
村
　
教
男 

　
建
設
課
主
幹 

（
税
務
課
主
幹
）  

 

主
任
主
査
級 

●
工
藤
　
純
一 

　
社
会
生
活
課
主
任
主
査 

（
商
工
観
光
課
主
任
主
査
） 

●
桜
庭
　
総
明 

　
生
涯
学
習
課
主
任
主
査 

（
学
務
課
主
任
主
査
） 

 

主
査
級 

●
中
村
　
美
佳 

　
町
民
課
主
査 

（
総
務
課
主
査
）  

●
中
村
　
真
理 

　
会
計
課
主
査 

（
町
民
課
主
査
）  

職
員
人
事
異
動 
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青森公立大学生が「まちづくり」へのアイディアを発表 

 

城南小学校で「夢先生」が授業 
 

 

七戸養護学校が道路愛護県土整備部長表彰を受賞！ 

 

 

 

 

　日本サッカー協会（JFA）主催のこころのプロジェ

クト「夢の教室」が２月16日、城南小学校（馬場泰

裕校長）の５年生を対象に行われました。 

　このプロジェクトは、助け合うことや夢を持つこ

との大切さについて授業を行うというもの。 

　この日は、元Jリーガーの水沼貴史さんと安永聡

太郎さんが同校を訪れ、夢先生として授業を行いま

した。 

　前半は体育館で鬼ごっこなどのミニゲームを行い

ながら、クラスで協力して一つの目標に向かうこと

の大切さを教えました。 

　後半は、水沼さんが教壇に立ち、小学生のころか

ら「オリンピック出場」という夢に向かって努力し

た経験や、50歳になった今でも、現役時代に叶わな

かった夢を追い続けていることを話し、「夢を諦めな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　町と官学連携協定を結んでいる青森公立大学地域

みらい学科の３年生が３月１日、天間林保健センター

で「官・学連携による地域振興プロジェクト結果報

告会」を行いました。 

　今年度は「福祉のまち七戸」と題し、高齢化が進

む七戸町の健康福祉に関する調査を行い、結果を報

告しました。 

　調査はアンケート形式で行い、１回目は街頭での

調査、２回目は沼ノ沢、上川目、白石、李沢の各地

区で調査を実施。調査の結果、高齢者の健康への関

心の高さが分かり、健康促進やコミュニティの推進

のため、料理教室など集まる機会を増やすことが提

案されました。 

　また、このプロジェクトがきっかけで開催された

「みちのくそば博覧会」で行った、七戸町の新しいキャ 

 

 

 

いで努力すること」の大切さを伝えました。　最後

に、児童全員が将来の夢を「夢シート」に記入。「歌

手になりたい」「メイクさんになりたい」などと発

表し、夢に向かって努力することを誓いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラクターの人気投票結果や、そば博の効果を利用し

た新たなイベントの提案もあり、小又町長は「なか

なか思いつかないアイディアを出してもらえてうれ

しい」と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ました。 

　同校は平成17年度から中学部と高等部の作業学習

の一環として通学路のゴミ拾いや草取りなどを定期

的に実施。その活動が認められ、今回の受賞となり

ました。 

　表彰式には、高等部３年の吹越優作君と担当の川

下教諭が出席。川下教諭は「卒業後、働く態度や意

欲、技能を身につける目的で取り組んできました。

これからも継続して取り組んでいきたい」と話しま

した。 

　また、同日役場を訪問し、小又町長へ受賞の喜び

を報告。小又町長は、「七戸十和田駅から町へつな

がる重要な道路をいつもきれいにしてくれてありが

とうございます」と感謝の言葉をかけていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

　青森県道路愛護表彰式が２月22日、青森市で行わ

れ、県立七戸養護学校が県土整備部長表彰を受賞し 

 



団結力での勝利 
柏葉少年剣士隊が全国大会で優勝！！ 
 

 

 

　 

　「第９回伊藤道場杯剣道大会」が３月６日、山形県

山形市スポーツセンターで行われ、柏葉少年剣士隊

が日頃鍛錬した成果を発揮し、見事に優勝しました。 

　この大会は、北は北海道、南は長崎県まで全国か

ら小・中学生合わせて225チームが集まる全国規模の

大会。 

　１回戦から少しの油断も許さない、非常に苦しい

戦いが続きましたが、準決勝では大谷剣道スポーツ

少年団（山形）を大将戦の末に、決勝では警視庁池

上警察署少年剣道部（東京）を２対０で破り、みご

と初優勝を飾りました。また、個人戦では、塚尾凌

河君（七小６年）が、決勝まで勝ち進み、神栖少年

剣道教室（茨城）の代表選手と対戦。延長の末、面

を決め優勝し、柏葉少年剣士隊は、団体・個人とも

に優勝という快挙を成し遂げました。 

　個人優勝し、団体で大将を努めた塚尾君は「昨年

夏の全国大会は悔いの残る試合をしたので、この大

会は最初から全力でぶつかりました。団体は、みん

なの力で優勝でき、嬉しいです」と喜びを表し、山

田真太郎監督は「仲間を信頼し、戦えるチームに成

長してくれました。また、今年に入ってからの成果は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応援してくださる保護者や、町民の皆さまのおかげ

です。ありがとうございます」と選手たちの成長ぶ

りを嬉しそうに話していました。 

　柏葉少年剣士隊は、持ち前の粘りとチームワーク

をいかんなく発揮し、平成23年に入って負けなし。

1月16日に大間町で行われた「第47回大間町少年剣

道大会」において男女アベック優勝、２月６日に青

森市浪岡体育館で行われた「第３回青森県小・中学

生剣道浪岡大会」では、小学校高学年の部で２年連

続優勝、そして２月13日に三沢市武道館で行われた

「第39回青森県小学生剣道鍛錬大会」では北東北・

北海道から86チームの精鋭が集まった中勝ち進み、

決勝で金足東剣道スポーツ少年団（秋田）を勝ち数

同数・取得本数１本差で27年ぶりに優勝を飾ってい

ます。 
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《
短
　
歌
》 

 

風
雪
に
さ
ら
さ
れ
耐
え
る
と
ど
松
は 

　
　
　
樹
氷
と
な
り
て
朝
日
を
浴
び
る 

市
ノ
渡
つ
ま
子 

 

陽
を
浴
び
て
か
が
や
く
ツ
ラ
ラ
キ
ラ
キ
ラ
と 

　
　
　
音
を
奏
で
る
楽
器
の
よ
う
に 

小
原
璋
子 

 

例
年
の
大
寒
夕
餉
の
白
子
鍋 

　
　
　
湯
気
を
吹
き
つ
つ
家
族
で
囲
む 

沢
橋
み
さ 

 

ふ
わ
ふ
わ
と
降
り
積
も
る
雪
箒
に
て 

　
　
　
飛
ば
し
て
掃
き
ぬ
春
め
き
し
朝 

中
村
ゆ
き 

 

キ
ッ
チ
ン
に
レ
モ
ン
を
一
個
置
く
だ
け
で 

　
　
　
セ
レ
ブ
な
気
分
に
ス
カ
ー
ト
揺
れ
る 

哘
崎
ア
イ
子 

 

彼
の
女
の
春
は
あ
け
ぼ
の
の
こ
と
ば
を 

　
　
　
思
ひ
う
か
べ
る
き
さ
ら
ぎ
の
朝 

高
田
洋
子 

 

の
ろ
の
ろ
と
車
過
ぎ
ゆ
き
擦
り
足
に 

　
　
　
人
は
歩
め
り
わ
が
冬
の
街 佐

藤
悠
一 

 

緊
張
を
悟
ら
れ
ぬ
や
う
看
護
士
と 

　
　
　
雪
を
話
題
に
手
術
室
に
向
か
ふ 

原
信
子 

      

《
俳
　
句
》 

 

一
薬
を
忘
る
る
事
も
春
隣 

妻
神
不
泣 

庭
石
の
か
げ
明
る
く
し
福
寿
草 

瀬
川
翠
蛙 

春
の
雪
男
料
理
の
台
所 

森
野
弘
美 

春
雪
や
墓
誌
を
な
づ
れ
ば
祖
の
顕
つ 

工
藤
敦
子 

真
っ
青
な
一
枚
の
空
春
と
な
る 

森
野
ち
よ 

薄
化
粧
木
々
に
名
残
り
の
春
の
雪 天

間
ス
ヱ 

 

《
川
柳
》「
空
席
」 

 

ツ
ア
ー
旅
隣
り
空
席
気
分
楽 

幸 

空
席
の
最
前
列
が
淋
し
そ
う 

香
っ
ぺ 

空
席
が
や
た
ら
に
目
立
つ
過
疎
の
村 

布
実 

狸
寝
入
り
起
こ
し
て
座
る
自
由
席 

陽
湖 

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

お
や 

新 着 図 書 情 報 ■４月の休館日…28日（木）、29日（金） ■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
 

お知らせ　今年4月は図書利用カードの更新月ですので、手続きをお願いします。（有効期限：3年） 

 

ひ
と 

・
・
・
・
・
・ 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

ぱちもん 

カササギたちの四季 

そういうものだろ、 
仕事っていうのは 

偉人たちのブレイクスルー勉強術 
－ドラッカーから村上春樹まで 

親として大切なこと 

タオル整体 
－首痛・慢性の痛みがアッという間に消える！ 

みんなのおともだち！ 
アンパンマンと元気な仲間たち　マスコットとグッズ 

具だくさん“食べるラー油”の 
作り方・食べ方 

小林カツ代の食育えほん 
いただきます ごちそうさま 

わさお 
（小学館ジュニアシネマ文庫） 

等　一般書　45冊　児童書　5冊 
（2/11～3/10　登録（購入・寄贈分）） 

書 名  

33人チリ落盤事故の奇跡と真実 

お江の方と春日局 

埋葬 

旧石器遺跡　「捏造事件」 

介護予防リハビリ体操大全集　 
「完全図解」 

小説キャンディ・キャンディ　 
ＦＩＮＡＬ　ＳＴＯＲＹ　下 

中学・高校生のお弁当　ーここが違う！子どもが選ん
だ定番弁当／1０分で作れる「朝ダッシュ！弁当」外 

竜の座卓 

ぐりぐりくん 

シップ船長とチャンピオンくん 

等　一般書　31冊　児童書　17冊 
（1/27～2/26　登録（購入分）） 

著 者 名  

多 門 　 昭   

道 尾 秀 介   

重松清、野中柊、 
石田衣良ほか（著）  

斎 藤 　 孝   

松 下 幸之助  

加 藤 光 博   

日本ヴォーグ社 
（発行）  

竹 内 ひろみ  

小 林 カツ代  

水稀しま　（著） 
小林弘利（脚本）  
 
 

著 者 名  

マヌエル・ 
ピノ・トロ 

植 松 三十里 

横 田 　 創  

岡 村 　 道 雄  

大 田 仁 史  
三 好 春 樹  

名木田 恵 子 

上 田 淳 子  

朝比奈 蓉 子 

五 味 太 郎  

かどのえいこ 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10



広告 48ｍｍ×174ｍｍ 

    

　
町
で
は
、
５
月
１
日
以
降
に
住
宅
の
新

築
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
を
町
内
の
※

登
録

施
工
業
者
と
契
約
し
着
工
し
た
方
に
対
し

て
、
左
の
表
に
よ
り
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。(

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選) 

　
詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
町
民
課
ま
た
は
建
設
課
に

備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                

※
登
録
施
工
業
者
と
は
… 

　
町
内
に
本
店
を
置
く
建
築
関
連
施
工
業

者
で
、
事
前
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
登
録
を
希
望
す
る
業
者
は
、
４
月
６
日

か
ら
４
月
20
日
ま
で
に
七
戸
建
築
連
合
組

合
（
☎
６
２-

２
４
９
１
）
に
お
い
て
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

　
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
雑
排

水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止

を
目
的
に
、
平
成
23
年
度
中
に
一
般
住
宅

及
び
併
用
住
宅
へ
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
る
方
に
次
の
と
お
り
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。 

◆
補
助
対
象
区
域
…
公
共
下
水
道
事
業
認

　
可
区
域
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域

　
以
外
の
区
域 

◆
事
業
完
了
期
日
…
平
成
24
年
３
月
10
日 

                     

　
な
お
、
対
象
地
域
内
に
設
置
す
る
場
合

で
も
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
工
事
着
工
前
に
社
会

生
活
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
浄
化
槽
を
正
常
に
働
か
せ
る
た

め
、
定
期
的
に
保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
の

維
持
管
理
を
行
い
、
年
１
回
の
法
定
検
査

を
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。 

      

　
こ
の
冬
、
家
庭
に
設
置
し
て
い
る
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
か
ら
の
灯
油
の
流
出
事
故
が
多

発
し
ま
し
た
。
一
番
多
く
見
ら
れ
た
原
因

は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
な

ど
へ
の
給
油
作
業
中
に
目
を
離
し
、
灯
油

が
敷
地
外
に
流
れ
出
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

油
が
流
出
す
る
と
、
火
災
の
危
険
性
が
高

ま
る
ほ
か
、
水
路
や
河
川
な
ど
の
水
質
汚

濁
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

　
油
の
流
出
に
よ
り
火
災
や
水
質
汚
濁
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
や
吸
着
マ
ッ
ト
を
使
用
し
た
油
の
処
理

作
業
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
処
理
作

業
に
要
し
た
経
費
は
全
て
、
油
を
流
出
さ

せ
た
方
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
油
の
流
出
規
模
に
よ
っ
て
は
、

高
額
の
費
用
を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
給
油
作
業
を

行
う
時
は
、
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
、
不
注
意
に
よ
る
油
の
流
出
事
故
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

（23） 平成23年（2011）4月号 

 

 

新　　築 

 

リフォーム 

契約額 

(税抜) 

1,000万円 

以上 

50万円 

以上 

補助率 

 

1％ 

 

10％ 

補　助 

上限額 

30万円 

 

20万円 

人槽区分 

５人槽 

７人槽 

10人槽 

人槽算定の目安 

130㎡未満の住宅など 

130㎡以上の住宅など 

二世帯住宅など 

補助金額 

281,000円 

328,000円 

416,000円 

 

『
住
宅
新
築
リ
フ
ォ
ー
ム 

支
援
事
業
』
を
実
施
し
ま
す 

建
設
課 

☎
６
２-

６
２
４
４ 

油

の

流

出

事

故

に

 

ご

注

意

く

だ

さ

い

 

社
会
生
活
課 

☎
６
８-

２
１
１
４ 

平
成
23
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽 

設
置
補
助
金
に
つ
い
て 

社
会
生
活
課 

☎
６
８-

２
１
１
４ 

※補助金の対象は10人槽以下となります。 
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七
戸
幼
稚
園
が
２
月
28
日
か
ら
、
旧
七

戸
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
し
た
。 

　
住
所
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

郵
便
番
号
　
０
３
９-

２
５
２
３ 

住
　
　
所
　
七
戸
町
字
影
津
内
98
番
地
59 

電
　
　
話
　
６
２-

２
０
１
８ 

Ｆ

Ａ

Ｘ
　
６
２-

２
０
６
３ 

     

　
４
月
11
日
（
月
）
か
ら
17
日
（
日
）
ま

で
の
７
日
間
、
県
下
一
斉
に
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
県
内
に
お
い
て
も
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
が
依
然
と
し
て
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
家
族
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

全
国
統
一
防
火
標
語 

　「
消
し
た
か
な
」あ
な
た
を
守
る 

合
い
言
葉 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
防
火
標
語 

　
天
じ
ょ
う
の
　
丸
い
あ
ん
し
ん 

火
災
ほ
う
ち
き 

七
戸
町
　
七
戸
町
消
防
団 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
消
防
本
部 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
中
央
消
防
署 

    

　
青
森
県
と
七
戸
町
が
連
携
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
世
帯
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
七
戸
中
央
公

民
館
で
開
設
し
て
き
ま
し
た
『
七
戸
町
Ｉ

Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
が
平
成
23
年
度

も
継
続
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
詳
し
い
講
習
内
容
な
ど
は
、
広
報
折
り

込
み
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

開
設
場
所
　
七
戸
中
央
公
民
館 

（
１
階
集
会
室
） 

開
設
時
期
　
６
月
頃
予
定 

開
設
ま
で
の
問
合
せ
先 

企
画
財
政
課 

☎
６
８-

２
９
４
０ 

※
『
七
戸
町
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』

は
、
青
森
県
の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
サ
ポ
ー
ト
事

業
（
国
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

      

　
県
で
は
、
原
子
力
立
地
地
域
で
の
雇
用

増
加
を
生
む
企
業
に
対
し
て
、
平
成
22
年

10
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日
に
支
払

っ
た
電
気
料
金
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

新
規
対
象
者 

　
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
、
七
戸
町
に

新
規
立
地
・
増
設
し
、
電
力
契
約
を
新
設
・

増
設
し
、
か
つ
雇
用
者
が
３
名
以
上
増
加

し
た
企
業
・
個
人
事
業
者 

募
集
期
間
　
４
月
中
旬 

      

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、
４
月

中
に
新
し
い
電
話
帳
（
平
成
23
年
５
月
発

行
）
を
各
ご
家
庭
や
事
業
所
に
お
届
け
し

ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し

い
電
話
帳
の
配
達
時
に
回
収
し
ま
す
の
で
、

配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
不
在
等
で
配
達
員
に
古
い
電
話

帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日

改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。 

受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

     

　
現
在
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
電
話

帳
に
は
、
古
い
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
正
し
い
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

電
話
番
号
　
６
８-

２
９
９
２ 

 
 

（24） 平成23年（2011）4月号 

幼
稚
園
が
移
転
し
ま
し
た 

七
戸
幼
稚
園 

☎
６
２-

２
０
１
８ 

平
成
23
年
春
の
火
災
予
防
運
動 

総
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
１ 

『
七
戸
町
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』 

平
成
23
年
度
継
続
開
設
の
お
知
ら
せ 

　 

企
画
財
政
課 

☎
６
８-

２
９
４
０ 

坪
地
区
農
産
物
加
工
等
施
設
の 

電

話

番

号

に

つ

い

て

 

　 

企
画
財
政
課 

☎
６
８-

２
１
１
７ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の 

電
話
帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ 

 

☎
０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９ 

電
気
料
金
助
成
の
ご
案
内 

財
団
法
人 

電
源
振
興
セ
ン
タ
ー 

 

☎
０
３-

６
３
７
２-

７
３
０
７ 
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困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
・
い
や
が
ら
せ

な
ど
人
権
の
擁
護
に
関
す
る
こ
と
、
行
政

に
対
す
る
苦
情
・
要
望
・
意
見
な
ど
、
一

人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
４
月
６
日
（
水
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で 

場
　
所
　
七
戸
町
役
場
本
庁
舎 

　
　
　
　 

２
階
第
３
会
議
室 

　
　
　
　
七
戸
庁
舎 

３
階
第
１
・
第
２
会
議
室 

相
談
料
　
無
　
料
《
秘
密
厳
守
》 

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
・ 人

権
擁
護
委
員 

※
東
北
町
、
野
辺
地
町
、
六
ヶ
所
村
に
お 

　
住
ま
い
の
方
も
相
談
で
き
ま
す
。 

 

※
七
戸
町
に
お
住
ま
い
の
方
も
、
次
の
日

　
程
で
、
相
談
を
受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。 

 

■
野
辺
地
町 

日
　
　
時
　
４
月
５
日
（
火
） 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
12
時 

場
　
　
所
　
野
辺
地
町
中
央
公
民
館 

問
合
せ
先
　
野
辺
地
町
役
場
総
務
課 

☎
０
１
７
５-

６
４-

２
１
１
１ 

 

■
東
北
町
（
旧
上
北
町
） 

日
　
　
時
　
４
月
４
日（
月
）・
５
月
２
日（
月
） 

　
　
　
　
　
午
前 

10
時
〜
12
時 

場
　
　
所
　
東
北
町
役
場
本
庁
舎（
旧
上
北
町
） 

問
合
せ
先
　
東
北
町
役
場
東
北
分
庁
舎 

☎
０
１
７
５-

６
３-

２
１
１
１ 

 

■
東
北
町
（
旧
東
北
町
） 

日
　
　
時
　
４
月
18
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時 

場
　
　
所
　
東
北
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー（
旧
東
北
町
） 

問
合
せ
先
　
東
北
町
役
場
東
北
分
庁
舎 

☎
０
１
７
５-

６
３-

２
１
１
１ 

     
日
　
時
　
４
月
16
日
（
土
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
10
分
〜
11
時
30
分 

場
　
所
　
七
戸
高
校
第
一
体
育
館 

講
　
師
　
産
業
技
術
総
合
研
究
所 

　
　
　
　
客
員
研
究
員 

　
　
　
　
盛
田
　
耕
二
　
氏 

 

（
同
校
41
年
卒
業
生
） 

演
　
題
　「
人
生
、 

 

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
」 

     

　
東
八
甲
田
家
族
旅
行
村
が
４
月
16
日
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
「
福
寿
草
　
か
た

く
り
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日
　
　
時
　
４
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら 

集
合
場
所
　
東
八
甲
田
家
族
旅
行
村 

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前 

内
　
　
容
　
観
賞
ウ
ォ
ー
ク
、
棒
パ
ン
焼

　
　
　
　
　
き
体
験
、
豚
汁
の
無
料
サ
ー

　
　
　
　
　
ビ
ス
な
ど 

※
17
日（
日
）は
鑑
賞
ウ
ォ
ー
ク
の
み
と
な

　
り
ま
す
。 

そ

の

他
　
今
後
の
天
候
状
況
に
よ
り
開

　
　
　
　
　
催
日
が
変
更
に
な
る
場
合
が

　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
４
月
下
旬
に
は
き
の
こ
菌
付

　
　
　
　
　
け
体
験
を
予
定
し
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
す
。
詳
し
く
は
新
聞
折
込
チ

　
　
　
　
　
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

       

日
　
　
時
　
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
集
合 

※
小
雨
決
行 

集
合
場
所
　
七
戸
町
山
舘 

「
わ
ん
だ
む
ら
ん
ど
」 

　
　
　
　
　
※
開
式
後
植
樹
場
所
へ
移
動 

植
樹
場
所
　
国
道
394
号
沿
い
（
私
有
地
） 

準
備
す
る
も
の 

　
　
　
　
　
ス
コ
ッ
プ
・
軍
手
、雨
具
な
ど 

     

眼
科
休
診
日
　
５
月
６
日（
金
） 
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行
政
・
人
権
相
談
所
開
設
の 

ご

案

内

 
町
　
民
　
課 

☎
６
８-

２
１
１
２ 

支
所
庶
務
課 

☎
６
２-

２
１
１
１ 

七
戸
高
校
平
成
23
年
度
講
演
会 

県
立
七
戸
高
等
学
校 

☎
６
２-

４
１
１
１  

家
族
旅
行
村
オ
ー
プ
ン 

福
寿
草
か
た
く
り
祭
開
催 

南
部
縦
貫（
株
） ☎
６
２-

２
１
３
３ 

公

立

七

戸

病

院

眼

科

 

休

診

の

お

知

ら

せ

 

公
立
七
戸
病
院 

☎
６
２-
２
１
０
５ 

東
北
新
幹
線「
七
戸
十
和
田
駅
」 

開
業
記
念
　
山
桜
植
樹 

七
戸
山
桜
の
会 

高
田
　
武
志 

☎
６
２-

５
５
８
４ 

佐
藤
　
廣
志 

☎
６
２-

９
４
８
３ 
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運
動
の
目
的 

　
　
新
入
学（
園
）の
時
期
に
あ
た
っ
て
、

　
関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
が
一
体
と
な

　
り
、
住 

民
総
ぐ
る
み
で
新
入
学（
園
）

　
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
、
あ
わ
せ
て

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の 

　
実
践
を
習
慣
づ
け
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

運
動
の
期
間 

　
４
月
７
日（
木
）か
ら 

４
月
13
日（
水
）ま
で
の
７
日
間 

 

運
動
の
重
点 

　
１
　
新
入
学（
園
）児
の
安
全
指
導 

　
２
　
新
入
学（
園
）児
へ
の
思
い
や
り
の

　
　
　
あ
る
運
転
の
推
進 

 

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止 

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
　 

 

①「
飛
び
出
し
」
の
防
止
を
し
っ
か
り
指

　
導
し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
は
、
一
つ
の

　
こ
と
に
注
意
が
向
く
と
、
周
囲
の
こ
と

　
が
目
に
入
り
ま
せ
ん
。  

②「
し
っ
か
り
」
見
る
こ
と
の
意
味
、
大

　
切
さ
を
子
ど
も
の
目
の
高
さ
で
指
導
し

　
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
に
見
え
る
道
路
の

　
様
子
は
大
人
と
は
違
い
ま
す
。  

③
通
学
（
園
）
路
を
実
際
に
見
て
確
認
し
、

　
安
全
な
横
断
の
仕
方
を
指
導
し
ま
し
ょ

　
う
。
子
ど
も
は
自
分
の
位
置
と
危
険
と

　
の
関
係
の
認
識
が
未
熟
で
直
感
的
、
感

　
覚
的
に
行
動
し
ま
す
。  

④
信
号
が
青
で
も
右
左
折
車
な
ど
が
来
る

　
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
常
に
右
左
の
安
全

　
を
確
認
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
は
「
青
信
号
は
安
全
」
だ
と
思

　
い
こ
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。  

⑤
注
意
す
る
と
き
の
「
声
が
け
」
は
具
体

　
的
に
分
か
り
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。
子

　
ど
も
は
抽
象
的
な
言
葉
だ
け
で
は
危
険

　
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　 

    

　
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。
補
助
対

象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

対

象

者
　
自
ら
の
お
住
ま
い
が
七
戸
町

　
　
　
　
　
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。 

（
注
）太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

　
自
ら
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
個
人

　
の
方
（
法
人
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

　
は
対
象
外
で
す
） 

募
集
期
間
　
平
成
23
年
４
月
１
日
〜 

平
成
24
年
２
月
15
日 

（
※
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
募
集

と
な
り
ま
す
。） 

補
助
金
額
　
１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
２
万
円
で 

上
限
８
万
円
ま
で 

補
助
件
数
　
約
15
件
（
受
付
先
着
順
） 

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
に
な
る
か
、
企
画
財
政
課
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

 

（26） 平成23年（2011）4月号 

平
成
23
年
新
入
学
（
園
）
児
の 

交
通
事
故
防
止
運
動
の
お
知
ら
せ 

総
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
１ 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム 

設
置
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ 

企
画
財
政
課 

☎
６
８-

２
９
４
０ 



 

　「
戸
籍
の
窓
口
」
へ
の
掲
載
は
、

届
け
出
時
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

た
方
だ
け
を
載
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
届
け
出
し

「
広
報
し
ち
の
へ
」
へ
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎ 

６
８
ー
２
１
１
２  

                                   

                                   

    

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
分

の
所
有
す
る
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）

の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
、
無
料

で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日（
金
）〜 

５
月
31
日（
火
） 

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
） 

縦
覧
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

縦
覧
場
所
　
税
務
課 

      

　
当
館
で
は
、
こ
の
た
び
の
地
震
の

影
響
に
よ
り
、
し
ば
ら
く
の
間
、
臨

時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
４
月
１
日（
金
）よ
り
申

し
出
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
開
館
し
、

作
品
の
鑑
賞
希
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

４
月
中
は
鷹
山
宇
一
を
は
じ
め
当
館

収
蔵
品
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。（
展

示
会
場
の
照
明
は
、
節
電
の
た
め
お

客
様
来
館
時
の
み
点
灯
し
ま
す
。） 

　
ま
た
、
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
春

の
特
別
展
「
笠
間
日
動
美
術
館
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
〜
パ
レ
ッ
ト
と
絵
画
〜
展
」

は
、
た
だ
今
会
期
変
更
の
調
整
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
は
、
電
話
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

４
月
の
定
休
日
　
毎
週
月
曜
日 

入

館

時

間 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分
ま
で 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　 

　
　h

ttp://w
w
w
. 

tak
ay
am
am
u
seu
m
.jp/ 

  

    

２
月
16
日
〜
３
月
15
日
 

 

◎
お
誕
生
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
 

 

　
子
　
舞
美
ち
ゃ
ん
　

真
　
美
さ
ん
　

原
　
子  

 

倉
本
　
姫
愛
ち
ゃ
ん
　

美
　
穂
さ
ん
　

道
ノ
上  

 

勝
田
　
絢
香
ち
ゃ
ん
　

麻
理
子
さ
ん
　

海
　
内  

 

小
倉
　
娃
俐
ち
ゃ
ん
　

美
奈
子
さ
ん
　

倉
　
岡  

 ◎
ご
結
婚
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 

　
大
　
池
　
勇
　
人
さ
ん

　
貝

ノ

口 

　
亀
　
田
　
未
　
央
さ
ん

　
影

津

内 

　
簗
　
場
　
昭
　
博
さ
ん

　
影

津

内 

　
石
　
橋
　
由
　
貴
さ
ん

　
三

沢

市 
　
中
　
野
　
孝
　
則
さ
ん

　
長
　
　
下 

　
福
　
士
　
　
　
恵
さ
ん

　
野
　
　
続 

　
浅
　
野
　
友
　
和
さ
ん

　
桜
　
　
田 

　
蝦
　
名
　
美
智
子
さ
ん

　
十
和
田
市 

　
原
　
子
　
真
　
吾
さ
ん

　
森

ノ

上 

　
岩
清
水
　
絢
　
子
さ
ん

　
東

北

町 

　
向
中
野
　
友
　
一
さ
ん

　
向

中

野 

　
中
　
村
　
麻
　
美
さ
ん

　
東

北

町 

 

●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

 

盛
　
田
　
益
　
三
さ
ん 

63
歳  

七
　
戸 

野
　
月
　
義
　
雄
さ
ん 

77
歳  

倉
　
越 

畠
　
山
　
正
　
子
さ
ん 

74
歳  

七
　
戸 

新
　
山
　
ミ
ツ
ヱ
さ
ん 

88
歳  

大
　
池 

中
　
野
　
松
　
男
さ
ん 

75
歳  

鶴
児
平 

山
　
谷
　
ソ
　
ガ
さ
ん 

73
歳  

山
　
屋 

山
　
田
　
ソ
　
メ
さ
ん 

87
歳  

沼
ノ
沢 

中
　
山
　
オ
リ
チ
さ
ん 

74
歳  

舘
　
野 

山
　
本
　
丹
次
郎
さ
ん 

99
歳  

舘
　
野 

坪
　
　
　
マ
ツ
ヱ
さ
ん 

92
歳  

坪
　
２ 

市
ノ
渡
　
勝
　
則
さ
ん 

66
歳  

市
ノ
渡 

橋
　
本
　
み
　
わ
さ
ん 

71
歳  

向
中
野 

附
　
田
　
せ
　
つ
さ
ん 

92
歳  

天
間
２ 

天
　
間
　
せ
　
つ
さ
ん 

83
歳  

天
間
４ 

宮
　
澤
　
敬
　
子
さ
ん 

78
歳  

二
ツ
森 

越
　
後
　
ハ
　
ル
さ
ん 

99
歳  

天
間
２ 

           
ま
い
み 

 

ひ
　
な 

 

あ
や
か 

 

あ
い
り 

 

４月は統一地方選挙  
 

　４月は統一地方選挙が執行されます。 

　県政、町政発展のため、皆さんの代

表を選びましょう。 

 

◎青森県議会議員一般選挙 
　・告　示　日　４月１日（金） 

　・期日前投票　４月２日（土）～４月９日（土） 

　　　　　　　　午前８時30分から午後８時まで 

　・投　票　日　４月10日（日）　午前７時～午後８時まで 

 

◎七戸町議会議員一般選挙 
　・告　示　日　４月19日（火） 

　・期日前投票　４月20日（水）～４月23日（土） 

　　　　　　　　午前８時30分から午後８時まで 

　・投　票　日　４月24日（日）　午前７時～午後８時まで 
 

～棄権することなく必ず、投票しましょう～ 

七戸町選挙管理委員会 
☎68-2112（町民課内） 

 

（27） 平成23年（2011）4月号 

平成23年２月28日現在 

　男　　　8,577人　（－19） 

　女　　　9,242人　（－  9） 

　計　　 17,819人　（－28） 

世帯数　6,856世帯　（－  1） 

（　 ）内は前月比 

 
★交通事故 

　件数  9件　（16件）　〈－1〉 

　傷者10人　（19人）　〈－2〉 

　死者  0人　（  0人）　〈　0〉 

　（    ）内は１月からの累計 

　〈    〉内は平成22年同月末比 

★町内の火災 

　建　　　　物　 1件  （3件） 

　林野・その他　 0件  （0件） 

（     ）内は１月からの累計 

　 
＋ 
－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸
籍
の
窓
口
 

町の統計町の統計   町の統計  

固
定
資
産
税
の
縦
覧
に
つ
い
て 

税
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
３ 

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館 

か

ら

の

お

知

ら

せ

 

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館  

☎
６
２-

５
８
５
８ 



若者ボランティアら町民有志が活動報告 

 

若者ボランティアら町民有志が活動報告 

 

若者ボランティアら町民有志が活動報告 

 

●発行日　平成23年４月１日発行 

●発行者　七戸町　企画財政課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2117

道の駅物産まつり 

 

　町が大船渡市への災害救援物資を募集した際に、ボランティアで活動した町民有志の代表が３月25日、役

場を訪れ、町長へ活動を報告しました。 

　この日訪れたのは、若者ボランティアの中野渡翔さん、佐藤信さん、坂本宗祐さん、二宮渉さん、竹内悠

理さんほか８人。 

　若者ボランティアは、高校や大学の春休み期間中の３月19日から３日間、町民有志らと一緒に災害救援物

資の仕分けやトラックへの積み込み作業などに参加。 

　また、作業の合間には義援

金の募集を行うなど、少しで

も被災された方の手助けにな

ればと、積極的に活動しまし

た。 

　小又町長は「皆さんのおか

げで、無事に大船渡市へ災害

救援物資を届けることができ

ました。ありがとうございま

す」とお礼のことばを述べま

した。 

　また、大船渡市の現状を写

真で見たり、小又町長から物

資引渡の様子が報告されると

若者らは、改めて日頃の防災

への取り組みや備えの大切さ

を感じていました。 

4.23［土］～5.22［日］　場所／道の駅しちのへ 
　23日～5月22日　　  特産品販売　 

　23日（土）　　　　　 先着100名様に「紅白まんじゅう」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プレゼント！ 

　３日（火）10：00～　手打ちそば早食い競争（先着25名） 

　５日（木）10：00～　駒饅頭早食い競争（先着25名） 

【問合せ先】（株）七戸物産協会　☎62－5777 

 

 

5.14［土］～29［日］　場所／天王神社境内 
 
 

 

天王つつじまつり 

10：00～ 

 

、 


